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（１）５年間の顕著な研究成果の概要 

過去５年間の研究成果で顕著な成果として，３件の press release（国内 press release２

件，国際 press release１件）そのものが特にその骨子の一端を示すことから，以下にそ

の内容の意義と，関連事項を説明する． 

 

１）３件の国内 press release２件，国際 press release１件 

１−１）１件目：国際 press release（２０２０年）（複雑なてんかん発作を新規の数学モデル

により分類，理論と臨床の一致：国際共同研究）（press release 添付資料１参照） 

 てんかん発作の開始から終了までの脳波活動の変化を，数学の力学系理論に基づい

たモデル解析は，今までもなされてきた．今回は，今までのニューロンの興奮指標の脳

波波形の振幅・周波数の変化の特徴に加えて，1995 年の京大の当研究グループが世界

で初めて報告以来継続的に発展させてきた「難治部分てんかん患者ではアストロサイト

由来の発作時 DC 電位がニューロンに先行して出現する」結果を，新たに力学系モデル

に組み込むことで，さらに完成度が高い結果が得られた．即ち 5 大陸 7 施設から収集し

た実臨床における発作時の脳てんかんの臨床検波データを，その開始・終了の特徴から

数学の力学系モデルで 16 種類に分類し検証できた．これによりニューロンとアストロサ

イトの発作への関与を作動原理から明らかにできて，発作の難治度の個別定量化，薬物

開発のターゲット，電気刺激療法の刺激条件の設定，など新しい治療戦略の広がり，

personalized medicine が可能となった． 

 

１−２）２件目：国内 press release（２０２２年）（難治てんかん焦点の新しいバイオマーカ

ー「発作時 DC 電位」―国内５施設の共同研究での世界初の成果―）（press release 添

付資料２参照） 

「発作時 DC 電位」は，従前の脳波記録方法による発作起始部位より明確かつ早期から

認め，さらに最近注目される超高周波の律動である「発作時 HFO」よりも明らかに先行

することが多施設の大規模データとして明らかとなった．また，「発作時 DC 電位」の主

要発生源の「中核領域」の外科切除が良好な発作抑制をもたらすことを明らかにした．

これにより「発作時 DC 電位」が広く汎用化（実装化）していく上で強力なメッセージ発

信となった． 

 

１−３）３件目：国内 press release（２０２３年）難治てんかん焦点の新しいバイオマーカー

「発作時 DC 電位」時定数 2 秒における世界初の成果（press release 添付資料３参照） 

 発作時 DC 電位は，今まで時定数１０秒での記録データで解析されてきたが，世界中

で広く使用されている脳波計は，てんかん外科のための脳内記録用の脳波計，特に頭

皮脳波では圧倒的に時定数２秒が主流である．今回てんかん外科のための脳内記録用

の脳波計でかつ時定数２秒で記録された実データを解析した．その結果 147 発作中

142 発作 (96.6%)で出現しており，先行研究で報告されている時定数 10 秒記録の脳
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波と比較して，振幅は軽度減衰するが適切に観察・解析可能であることを明らかにし

た．発作時 DC 電位が主に出現している領域が外科切除後の症例は，切除されなかった

症例と比較し良好な発作転帰を示したことが明らかになった． 

以上より，１）現在世界中で汎用されている時定数２秒の脳波計で，時定数 2 秒記録の

発作時 DC 電位を利用して，より多くの施設の外科治療成績向上につながると期待さ

れる． 

２）時定数 2 秒は頭皮脳波で幅広く使用され，今後頭皮脳波の DC 電位の評価は，頭蓋

内電極留置でなく焦点検索が進むことが期待される． 

３）頭皮脳波での時定数２秒記録は，てんかんに留まらず，現在，片頭痛，急性脳障害，一

過性脳血流障害，一部の認知症などの頭皮脳波で DC 電位のような所見を示す疾患が

急速に注目されてきた．当研究により，それらの疾患にも時定数 2 秒の頭皮脳波記録で

応用が期待される． 
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（２）上記以外の特筆すべき顕著な研究成果 

２−１）てんかん性ミオクローヌスの病態解明とペランパネルの治療効果 

 てんかん性ミオクローヌスにおける giant SEP そのものが，実は安定して記録できる

PDS であることを明らかにした．さらに giant SEP における P25-HFO が良性成人型

家族性ミオクローヌスてんかん（BAFME）の biomarker であることを世界で初めて明ら

かにした．その感度 100%, 特異度 87.9%, 陽性的中率 80.0%, 陰性的中率 100%の特

徴を有することを見いだすことができた．これらは，2021 年以降の報告と業績のなか

の in submission に相当する． 

  

従来の giant SEP に頼らない時間周波数解析を新たに導入することによって，BAFME

における「皮質振戦」（cortical tremor）の律動性が皮質活動として直接もたらされてい

ることを世界で初めて明らかにした．これらは，2021 年以降の報告と業績のなかの in 

submission に相当する． 

  

 上記の解析から，ペランパネルの効果は，てんかん性ミオクローヌス，「皮質振戦」

（cortical tremor）に著明な効果を挙げることが予想された．実際に，Unverricht-

Lundborg 病や BAFME をはじめとする各種進行性ミオクローヌスてんかん患者におい

て，極めて少量で特効薬的な効果をあげた．特に giant SEP の詳細な解析から，シナプ

ス後膜における AMPA 受容体の拮抗作用により抑制及び時間的分散遅延された PDS

（突発性脱分極変異）によってもたらされ，２年以上の長期効果と病態獲得から１０年以

上経過していても効果があることが臨床上示された． 

 

 既存の Na+チャネルブロッカーは, シナプスに到達する前の axon, シナプス後膜, シ

ナプス後膜以遠の axon の 3 領域で Na+チャネルをブロックし活動電位の発生と軸索

伝播を抑制するが, PDS 即ち giant EPSP の発生部位であるシナプス後膜では直接の

作用はないか, あっても程度は低く，抗発作薬としての作用に留まる．ペランパネルは

直接シナプス後膜でてんかん原性の本体である PDS を抑制することから抗てんかん原

性薬としての作用も期待されることを明らかにした．これらは，2021 年以降の報告と業

績のなかの in submission に相当する． 

 

２−２）各種神経疾患（片頭痛，急性脳障害，脳外科的再建術等における頭皮脳波の

infraslow（DC shifts）の意義の解明と実装化研究 

 長年にわたって研究を進めてきた発作時 DC 電位（広義の立場からは CSD ＝

cortical spreading depolarization（皮質拡散脱分極）に属し，当方からの論文中ではその

断片的な所見として infraslow の用語を使用している）を用いてのてんかん病態の解明

と biomarker の研究の臨床的及び基礎的成果を土台として，各種急性脳疾患の

biomarker としての頭皮上頭皮脳波の infraslow（DC shifts）の有用性”研究に範囲を広
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げた． 

 

 その結果，（i）脳血管疾患の脳灌流の異常変動に伴う脳波異常についての検討，（ii）急

性頭部外傷の脳病態と頭皮脳波の infraslow（DC shifts）の相関，（iii）頭皮脳波の

infraslow（DC shifts）としての発作時 DC 電位の記録形跡を明らかにできた．いずれも，

CSD，infraslow（DC shifts）に関連する脳活動を，疾患によっては，今までほとんどある

いは全く報告されていない頭皮脳波からの所見を確実に記録解析できる方法論の確立

と，臨床データの収集蓄積に成功した． 

その多くは，2021 年以降の報告と業績のなかの in submission に相当する． 
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（３） 研究以外の講座活動 

―教育活動― 

■ EEG/Epilepsy fellowship 

 教育の重要な柱の一つとして，脳神経内科，脳神経外科，小児科，精神科の専門医取得

前後の若手医師を対象に，専門研修目的に支援講座である京都大学脳神経内科の髙橋

良輔教授のもとで EEG/Epilepsy fellowship を設置し，受け入れてきた. これまで脳神

経内科医 13 名 (津田，藤井，吉村，本多，邊見，山中，濱口，田口，塚本，八木田，的場，

永井，佐藤)，脳神経外科医 4 名(塚田，迎，村岡，中村)，小児神経専門医 2 名(井上，梶

本)，総合診療科医 1 名(姜) が研修を修了した. 2018 年 6 月から 2023 年 5 月の 5 年間

は，9 名が研修した. 今後も，1)幅広い脳波判読の研修と経験，2)長時間ビデオ脳波モニ

タリングの解析，3)てんかんの診療，4)各種抗てんかん薬投与に関する臨床研修などの，

てんかん学・臨床神経生理学の研修および研究の機会の提供を充実させていく. さら

に，海外へも広く同様の研修と研究の機会を積極的に提供していく. また日本神経学会

でも fellowship として神経生理検査(脳波)の短期国内留学研修への支援制度が 2016 

年度から開始された(滞在研修と通院研修). 当講座もフェローシップ 6 名(中屋，岡橋，

土屋，飯田，吉野，永井)の受け入れに寄与した. 

 

EEG/Epilepsy fellowship 修了者 

津田玲子 2011 年 6 月~8 月 (札幌医科大学神経内科より) 

井上岳司 2013 年 4 月~2016 年 3 月 (大阪市立総合医療センターより)   

吉村 元 2015 年 7 月~9 月 (神戸市立医療センター中央市民病院より)   

塚田剛史 2015 年 10 月~2016 年 3 月 (市立砺波中央病院より) 

藤井大樹 2014 年 9 月~11 月，2016 年 2 月~ 2017 年 3 月 (倉敷中央病院

神経内科より)   

本多正幸 2016 年 4 月~2018 年 3 月 (東京大学病院より)  

邉見名見子 2016 年 10 月~2019 年 3 月 (多根総合病院より) 

山中治郎 2017 年 1 月~3 月 (天理よろず相談所病院より) 

迎 伸孝 2017 年 6 月~7 月 (九州大学病院脳神経外科より) 

村岡範裕 2017 年 10 月~2018 年 3 月 (高木病院脳神経外科より) 

濱口敏和 2017 年 5 月~2019 年 3 月 (岡山旭東病院神経内科より) 

田口智朗 2018 年 4 月~6 月 (天理よろず相談所病院より) 

塚本剛士 2018 年 10 月~2019 年 3 月 (滋賀医科大学附属病院神経内科より)   

八木田 薫 2019 年 1 月~2019 年 3 月 (天理よろづ相談所病院神経内科より)   

的場健人 2019 年 10 月~12 月 (神戸大学大学院 脳神経内科学分野より)   

中村 和 2020 年 4 月~9 月 (愛媛大学脳神経外科より) 

永井俊行 2021 年 7 月~2022 年 3 月 (北里大学脳神経内科より) 

姜 裕貴 2021 年 9 月~12 月 (健和会大手町病院より) 
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佐藤達哉 2022 年 5 月~8 月 (脳神経センター大田記念病院より) 

梶本智史 2022 年 11 月~2023 年 1 月 (医学研究所北野病院より) 

立田直久 2023 年 4 月〜 （埼玉県総合リハビリテーションセンターより） 

河合ほなみ 2023 年 9 月 （東京医科歯科大学脳神経内科より） 

 

EEG/Epilepsy fellowship 研修プログラム 

 

■合同症例検討会 

当講座，脳神経内科，脳神経外科，小児科，放射線診断科，脳機能総合研究センター，精

神科，リハビリテーション部，中央検査部が協力して，関連診療科全体で融合的に，合同

症例検討会を月 1 回，15 年以上にわたり継続して開催してきた. 診断や手術適応など

を討議し，日本てんかん学会認定包括的てんかん専門医療施設・京都府てんかん支援拠

点病院として 3 次てんかんを含む包括的なてんかん診療を行ってきた. 近隣医療機関

からの医師・メディカルスタッフの参加，コロナ禍以降は Web 開催としており遠方医療

機関からの医師・メディカルスタッフの参加，紹介症例も，年々増えている. また同時に

日本てんかん学会認定研修施設の研修プログラムの一環として，院内・院外の若手医師

に対して教育の場を提供している. 
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■脳波カンファレンス等 

関連大学院生に対しては，週 2 回の脳波カンファレンスでの脳波判読研修，外来患者・

入院患者診療研修，てんかん関連研究など，教育と研究に関して多面的な取り組みを行

ってきました．週 1 回の脳波カンファレンスとリサーチカンファレンスは主に英語で開催

され英語を用いたプレゼンテーション能力の向上も目指しています．もう 1 回の脳波カ

ンファレンスは院内検査技師・院外医師の皆様も対象にし，脳波の波形解釈の基礎から

教育を行っています（参加者は毎回 40～50 人）． 

 

■専門医育成 

当講座が発足した 2013 年以降，日本てんかん学会てんかん専門医 36 名，日本臨床神

経生理学会脳波領域認定医 35 名を輩出してきました（卒業生含む）． 

 

■留学生の受け入れについて 

当講座では，海外から留学生を積極的に受け入れ，てんかんの診療および，臨床研究に

ついて，専門的な指導を提供しております．アジアを中心に，米国，ヨーロッパを含め，

多くの医師・医学生から，留学に関する問い合わせを受けています．ただし，新型コロナ

ウイルス感染症パンデミックの影響や指導スタッフの制約もあり，全ての応募者を受け

入れることは難しい状況で実際の受け入れは限定された少数となっています．２０１８年

は産学共同講座としての開始時期であったこと，２０２０年からはコロナ禍のため留学

生の受け入れをしておりませんでしたが，２０２２年以降は受け入れを再開し，以下の 2

名の留学生を当講座で受け入れております． 

 

• Dr. Youting Lin (中国，Shandong Provincial Hospital より) 

• 期間: 2023 年 4 月 〜 9 月 

• Dr. Tseeleinamsan Ochgerel (モンゴル，Songinokhairkan District Hospital より) 

• 期間: 2022 年 11 月 〜 
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―診療活動― 

1）てんかん外来・関連他施設とのてんかん診療の病診連携の推進 

脳神経内科の外来にて，複数のてんかん専門医師によりてんかん・運動異常症の専門外

来診療を行っています．てんかんは元来小児期発症が多いと認識されていましたが，最

近は，超高齢化社会にともない中高年で新たに発症するてんかんが問題となってきて

います．また，てんかん治療が可能な医療機関・医師の数が十分でなく，特に成人のてん

かん患者に対して，脳神経内科，脳神経外科，精神科のいずれの診療科が担当している

か不明確な状況です．患者さんに適切な治療を提供するためには，欧米のように一般診

療医から専門医につながる一貫したてんかん診療連携モデルの形成が重要となります．

当院は，近畿地区の 3 次てんかん専門施設として，関連施設と病診連携を推進しながら，

各科横断的に脳神経外科，小児科および精神科が一体となっての診療を行うことによ

り，それぞれの患者のてんかんに伴う問題に対して，集約的なアプローチによって解決

するように努めています．1 年で約 1200 名のてんかん関連患者の外来診療を行ってき

ました．京滋地区を中心に，近畿一円の病院・診療所から年間約 130～250 名(令和 1～

4 年))の新規患者の紹介を受け，診断，治療方針決定を行っています．また紹介患者の

逆紹介まで行う病診連携も積極的に行っております． 

てんかん患者さんの包括的な診療と支援，そしててんかんに関わる研究を進めるべく，

2018 年 11 月に「てんかん診療支援センター」を開設しました．当センターは院内のみな

らず地域の先生との連携を推進する機能を持っています．またてんかんについて正しく

紹介した約 30 種類のパンフレットを，当院を受診していない患者さんにも読んでいた

だけるよう，当センターのホームページにアップロードしました．てんかん診療支援セン

ターを円滑に運営する目的で，てんかん診療支援センター運営委員会を定期的に開催し

ています． 

2019－2020 年度は厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業）「てんかん

の地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研

究」の拠点病院調査（班長：聖マリアンナ医科大学山本仁，研究分担者池田昭夫）に加わ

り，拠点病院緒役割について研究をまとめました．また，2021 年 4 月には京大病院は日

本てんかん学会より包括的てんかん専門医療施設に認定され，地域のてんかん診療の

中核病院としての機能が今後期待される位置づけとなりました． 

全国的に，2015 年度からのてんかん地域診療連携体制整備のモデル事業を発展させる

形で，2018年度から厚労省の補助金事業「てんかん地域診療連携体制整備事業」が始ま

りました．地域のてんかん診療の中心となる都道府県が選定した「てんかん支援拠点病

院」が選定されてきました．京都府では，京都府てんかん地域診療連携体制整備事業と

して，2022 年 12 月に京都大学医学部附属病院がてんかん診療拠点病院に認定されま

した．てんかん患者さんとその家族への専門的な相談支援，府内の医療機関等への助

言・指導，関係機関との連携・調整，研修の実施，てんかん患者さん及び家族，地域住民

等への啓発等，を行ってまいります． 

2）入院でのてんかん病態の検査（長時間ビデオ脳波モニターなど）と治療 
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京大病院では，1991 年に脳神経内科病棟の 1 個室にビデオ監視記録が可能なカメラを

設置して，さらに専用の脳波とビデオの同時記録装置を看護詰所に配置して，長時間ビ

デオ脳波モニタリングユニット（Epilepsymonitoringunit:EMU）を開設いたしました．現在，

脳神経内科病棟に EMU が 2 床ありほぼ常時稼働しています．本検査を行い，発作をビ

デオと脳波で同時記録することにより， 

i）てんかんの診断：てんかん発作と他の運動異常症・非てんかん性発作との区別 

ii）てんかん焦点の正確な診断：難治例および外科治療の適応の検索 

が可能となっています．院内および院外の脳神経外科，精神科，小児科からの紹介例を

含めて，常時検査を施行しています．長時間ビデオ脳波モニターは脳神経内科では年間

30～40 例(令和元年：52 例，令和 2 年 37 例，令和 3 年 17 例，令和 4 年 34 例)を検査し

ました． このほか精査入院では，神経心理検査，各種核医学検査，脳磁図検査，3 テスラ

MRI 検査を必要に応じて施行し，病態の診断・治療を行っています．ルーチン脳波検査

は，年間約 1400 件（脳神経内科からの依頼件数）を施行しています． 

 

3）てんかん外科 

当院では，脳神経外科と脳神経内科との共同で，手術適応に関する検査を施行する診

療協力体制ができており，1992 年以降，190 例を超えるてんかん外科手術を行い，てん

かん発作の抑制・術後の生活の質の改善において，良好な成績を出してきました．長時

間ビデオ脳波モニターを含む各種検査結果に，脳神経外科で行われる言語・記憶機能の

同定のための和田テスト，脳磁図，研究検査である機能的 MRI の検査結果もあわせて，

てんかんの専門知識を有する複数の医師で詳細に検討をし，適切な手術治療方針の計

画を立てています．てんかん焦点が上記検査で詳細に同定できない場合，切除予定部

位が機能を有する脳の部位の場合などは，より慎重に手術行うために，手術を二回に分

け，初回の手術で頭蓋骨の中に電極を埋め込み（硬膜下・深部脳電極留置），その検査結

果を元に二回目の手術で治療を行います（てんかん発作焦点切除）．また，必要に応じて

手術中に麻酔から覚まして手術治療（覚醒下手術）も行っています．これらの検査手法

は，てんかん外科以外に，脳腫瘍が機能野にある場合の術前評価にも広く施行されてい

ます．当院でのてんかん外科手術は，令和 1 年 17 例（迷走神経刺激 4 例含む），令和 2

年 16 例（迷走神経刺激 5 例含む），令和 3 年 16 例（迷走神経刺激 1 例含む），令和 4 年

13 例（迷走神経刺激 2 例含む）に施行しました． 

 

4）脳磁図 

脳磁図は脳波と同様てんかんスパイクの特異性と，MRI/PET 同様の空間解像度を併せ

持つ非侵襲的検査法であり，焦点性てんかんの局在診断，特にてんかん外科の術前検

査には必須のものと認識されています．しかし，解析の難しさや液体ヘリウム価格の高

騰などの影響で日本国内では十分利用されているとは言えません．当院では 1994 年よ

り別棟に導入された MEG 装置を病院本棟に移設し臨床利用を増やすことが長年の課

題でしたが，2021 年に MEG が中央診療棟地階に移設されて以降，保健診療科の稼働
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率が年間 60 症例以上に増加しました．これによってほかの手法では鑑別の難しかった

症例の診断や手術適応例の検出が可能となり，2023年5月の日本神経学会総会のLate 

Breaking Session で報告しております (Kawamura et al, 2023)． また，本共同研究の

成果であるてんかんのバイオマーカーとしての infraslow (DC-shifts)の発生源について，

astrocyte を首座としたときに MEG による検索が可能かという点を含め海外研究者の

協力を進めつつあります．
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（４） その他 

―委員会・学会等での社会活動― 

（期間中に本講座に所属歴がある者のみ） 

 

池田 昭夫 

専門医等    

日本神経学会専門医・同学会指導医    

日本てんかん学会専門医・同学会指導医    

American Board of Clinical Neurophysiology （ABCN）    

日本内科学会認定内科医・同指導医    

日本臨床神経生理学会認定医（脳波分野／筋電図・神経伝導分野）  

 

学会役職等    

日本てんかん学会理事長（2017−2021），副理事長(2021-), 同学会評議員，ほか，同学会

近畿地方会運営委員    

日本神経学会代議員，生涯教育委員会ほか    

日本臨床神経生理学会理事，評議員，脳波セミナーアドバンスコース委員会委員長ほか 

日本神経治療学会評議員    

日本ヒト脳機能マッピング学会運営委員    

American Clinical Neurophysiology（ACNS）評議員（Fellow: FACNS），プログラム委員

会委員，国際委員会委員, CME committee(2021-)    

国際抗てんかん連盟（ ILAE ） ： executive committee member （ 2017-2021 ） Global 

Advocacy Council (2020-), Research priorities task force member, ILAE/AES 

translational task force of the neurobiology commission of the ILAE member 

ILAE-AO: Regional Chair (2017-2021), Past Chair (2021-), co-chair of research task 

force committee, ASEPA EEG Certification Examination Board member 

EEG Certification Examination Board member   ヨーロッパ神経学会連合（ENS）高

次脳機能小委員会委員  

京都大学病院てんかん診療支援センターセンター長，運営委員会委員長 

京都府てんかん地域診療連携体制整備事業 運営協議会運営委員会委員長 

 

編集委員：    

Epilepsia （associate editor）2013-2017    

Epileptic Disorders （John Libbey）1998-2014    

Neurology and Clinical Neuroscience （NCN） （associate editor）2013-2017    

International Journal of Epilepsy （Indian Epilepsy Society English Journal）2014-    

Journal of Epilepsy Research （JER, Korean Epilepsy Society English Journal）2016-    
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臨床神経学   臨床神経生理学 （編集長，2022-）    

Epilepsy & Seizure （JES, Tokyo）2008-2013    

Epilepsy （メディカルレビュー社）2006- 

Brain Network Disorders (2023-) 

Aging and Health Research (2023-) 

 

松橋 眞生 

日本内科学会認定内科医 

日本神経学会専門医 

日本神経学会指導医 

日本臨床神経生理学会専門医（脳波分野） 

日本臨床神経生理学会代議員 

日本生体磁気学会評議員 

日本臨床脳磁図コンソーシアム運営委員 

 

下竹 昭寛 

日本内科学会総合内科専門医 

日本内科学会認定内科医 

日本神経学会専門医 

日本神経学会指導医 

日本てんかん学会専門医 

日本てんかん学会評議員 

日本てんかん学会てんかん専門医試験委員会 

日本てんかん学会資格審査・広報委員会 

日本臨床神経生理学会専門医（脳波分野） 

日本臨床神経生理学会代議員 

日本臨床神経生理学会主催セミナー統括委員会 

日本臨床神経生理学会試験委員会 

日本臨床神経生理学会教育コンテンツ委員会 

 

宇佐美 清英 

日本内科学会総合内科専門医 

日本内科学会認定内科医 

日本神経学会専門医 

日本神経学会指導医 

日本てんかん学会専門医 

日本脳卒中学会専門医 

日本臨床神経生理学会専門医（脳波分野） 
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日本臨床神経生理学会代議員 

日本臨床神経生理学会脳波セミナー・アドバンスコース小委員会委員 

 

 

―各種受賞・表彰― 

１．尾谷真弓： 

第 53 回日本てんかん学会学術集会（2019 年 10 月 31 日～11 月 2 日） 

English Presentation Award [English Session: Surgery] Assessment of language tasks 

in electric cortical stimulation(ECS) for efficient functional mapping in epilepsy surgery 

 

２．高谷美和： 

第 53 回日本てんかん学会学術集会（2019 年 10 月 31 日～11 月 2 日） 

神戸ポートピア賞（優秀ポスター賞）［脳神経内科領域］頭皮上脳波の Red slow の視察

的検索から定量的検索への移行の試み 

 

３．山田大輔： 

第 44 回日本てんかん外科学会（2021 年 1 月 21 日～22 日） 

一般口演優秀賞 “ てんかん外科手術における覚醒下術中皮質脳波の有用性の検討 ” 

 

４．戸島麻耶： 

第 44 回日本てんかん外科学会（2021 年 1 月 21 日～22 日） 

優秀ポスター賞 “ てんかん外科治療適応の効率的評価のためのスコアリングシステム： 

Specific Consistency Score の重み付けの検討 ” 

 

５．戸島麻耶 :  

7th AOCCN (Asian Oceanian Congress on Clinical Neurophysiology)（2021 年 1 月 

31 日～2 月 1 日） 

E-poster award “Origin Of Giant Somatosensory Evoked Potentials (SEPs) Using 

Principal Component Analysis: P25-HFOs Were Exclusively Seen In Benign Adult 

Familial Myoclonus Epilepsy (BAFME)” 

 

６．戸島麻耶： 

2021 AOCN（Asian Oceanian Congress of Neurology）（2021 年 4 月 1～4 日） 

Oral Presentation Award（Silver Award）“Markedly suppressed and prolonged giant 

SEPs by perampanel: a decade-long course in Unverricht-Lundborg disease” 

 

７．戸島麻耶： 

2023 年度日本てんかん学会 
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Sponsored Award (UCB 賞) 

 

８．林 梢： 

13th Asian&Oceanian Epilepsy Congress（virtual conference; 2021 年 6 月 10～13 

日） 

Tadokoro Award 2021“Slow and infraslow of scalp EEG is associated with transient 

neurological events (TNE) in Moyamoya disease” 

 

９．宇佐美清英： 

第 54 回日本てんかん学会学術集会（2021 年 9 月 23～25 日） 

English Presentation Award “Cortical neuronal activities and their network dynamics 

during visual recognition” 

 

１０．十川純平： 

日本睡眠学会第 47 回定期学術集会（2022 年 6 月 30 日～7 月 1 日） 

ベストプレゼンテーション賞 “一側の側頭葉てんかん患者の徐波睡眠期の脳波における

徐波活動の側方性” 

 

１１．永井俊行： 

第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022 年 11 月 24〜26 日） 

優 秀 演 題 賞  “ 病 態 背 景 特 定 に 対 す る 一 側 性 周 期 性 放 電 （ lateralized periodic 

discharges：LPDs）の放電間背景脳波の陰性緩電位の有用性” 

 

１２．松橋眞生： 

てんかん治療研究振興財団 2023 年度研究褒賞 

“数値解析・数理解析に基づくてんかん病態生理と作動原理解明へのアプローチ：個別

化治療への還元へ” 

 

１３．池田昭夫： 

14th Asian & Oceanian Epilepsy Congress（2019 年 11 月 17～19 日） 

The Asian and Oceanian Outstanding Achievement Epilepsy Award 

 

１４．池田昭夫： 

国際抗てんかん連名（ILAE）, 国際てんかん協会（IBE） 

Ambassador For Epilepsy Award 2023 
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（５） 学会発表・論文リスト 

誌上発表 

〈英文〉 

1. Hiroyuki Ishiura, Koichiro Doi, Jun Mitsui, Jun Yoshimura, Miho Kawabe 

Matsukawa, Asao Fujiyama, Yasuko Toyoshima, Akiyoshi Kakita, Hitoshi 

Takahashi, Yutaka Suzuki, Sumio Sugano, Wei Qu, Kazuki Ichikawa, Hideaki 

Yurino, Koichiro Higasa, Shota Shibata, Aki Mitsue, Masaki Tanaka, Yaeko 

Ichikawa, Yuji Takahashi, Hidetoshi Date, Takashi Matsukawa, Junko Kanda, 

Fumiko Kusunoki Nakamoto, Mana Higashihara, Koji Abe, Ryoko Koike, Mutsuo 

Sasagawa, Yasuko Kuroha, Naoya Hasegawa, Norio Kanesawa, Takayuki 

Kondo, Takefumi Hitomi, Masayoshi Tada, Hiroki Takano, Yutaka Saito, 

Kazuhiro Sanpei, Osamu Onodera, Masatoyo Nishizawa, Masayuki Nakamura, 

Takeshi Yasuda, Yoshio Sakiyama, Mieko Otsuka, Akira Ueki, Ken-Ichi Kaida, 

Jun Shimizu, Ritsuko Hanajima, Toshihiro Hayashi, Yasuo Terao, Satomi 

Inomata-Terada, Masashi Hamada, Yuichiro Shirota, Akatsuki Kubota, 

Yoshikazu Ugawa, Kishin Koh, Yoshihisa Takiyama, Natsumi Ohsawa-Yoshida, 

Shoichi Ishiura, Ryo Yamasaki, Akira Tamaoka, Hiroshi Akiyama, Taisuke 

Otsuki, Akira Sano, Akio Ikeda, Jun Goto, Shinichi Morishita, Shoji Tsuji: 

Expansions of intronic TTTCA and TTTTA repeats in benign adult familial 

myoclonic epilepsy. Nat Genet 2018, 50: 581-590. 

 

2. Takayuki Kikuchi, Yu Abekura, Daisuke Arai, Hiroyuki Ikeda, Takeshi Funaki, 

Akira Ishii, Kazumichi Yoshida, Yasushi Takagi, Susumu Miyamoto: A Treatment 

Strategy for Basilar Bifurcation Aneurysm Associated with Moyamoya Disease: 

A Case Successfully Treated by Combined STA-MCA Anastomosis and Stent-

assisted Coil Embolization. J Neuroendovasc Ther 2018, 001-006. 

 

3. Chris G. Dulla, Damir Janigro, Premysl Jiruska, Joseph V. Raimondo, Akio 

Ikeda, Chou-Ching K. Lin, Howard P. Goodkin, Aristea S. Galanopoulou, 

Christophe Bernard, Marco de Curtis: How do we use in vitro models to 

understand epileptiform and ictal activity? A report of the TASK1-WG4 group of 

the ILAE/AES Joint Translational Task Force. Epilepsia Open 2018, 3: 460-473. 

 

4. Ozlem Akman, Yogendra H. Raol, Stephane Auvin, Miguel A. Cortez, Hana 

Kubova, Marco de Curtis, Akio Ikeda, F. Edward Dudek, Aristea S. 

Galanopoulou: Methodologic recommendations and possible interpretations of 

video- EEG recordings in immature rodents used as experimental controls: A 
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TASK1-WG2 report of the ILAE/AES Joint Translational Task Force. Epilepsia 

Open 2018, 3: 437-459. 

 

5. Takahiro Mukai, Masato Kinboshi, Yuki Nagao, Saki Shimizu, Asuka Ono, 

Yoshihisa Sakagami, Aoi Okuda, Megumi Fujimoto, Hidefumi Ito, Akio Ikeda, 

Yukihiro Ohno: Antiepileptic Drugs Elevate Astrocytic Kir4.1 Expression in the 

Rat Limbic Region. Front Pharmacol 2018, 9: 845. 

 

6. Shinako Inaida, Kousuke Kanemoto, Shiro Tanaka, Yoko Gouji, Tomohiro 

Oshima, Riki Matsumoto, Akio Ikeda, Koji Kawakami: Psychogenic non-epileptic 

seizures in Japan: Trends in prevalence, delay in diagnosis, and frequency of 

hospital visits. Epilepsy and Seizure 2018, 10: 73-86. 

 

7. Takefumi Hitomi, Morito Inouchi, Hirofumi Takeyama, Katsuya Kobayashi, 

Shamima Sultana, Takeshi Inoue, Yuko Nakayama, Akihiro Shimotake, Masao 

Matsuhashi, Riki Matsumoto, Kazuo Chin, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: 

Sleep is associated with reduction of epileptiform discharges in benign adult 

familial myoclonus epilepsy. Epilepsy Behav Case Rep 2018, 11: 18-21. 

 

8. Masaya Togo, Takefumi Hitomi, Tomohiko Murai, Hajime Yoshimura, Masao 

Matsuhashi, Riki Matsumoto, Michi Kawamoto, Nobuo Kohara, Ryosuke 

Takahashi, Akio Ikeda: Short “Infraslow” Activity (SISA) With Burst Suppression 

in Acute Anoxic Encephalopathy: A Rare, Specific Ominous Sign With Acute 

Posthypoxic Myoclonus or Acute Symptomatic Seizures. J Clin Neurophysiol 

2018, 35: 496-503. 

 

9. Hidemasa Matsuo, Tomohiro Handa, Michiko Tsuchiya, Takeshi Kubo, Akihiko 

Yoshizawa, Yuko Nakayama, Shuichi Shiga, Takefumi Hitomi, Souichi Adachi, 

Hiroshi Date, Toyohiro Hirai, Satoshi Ichiyama: Progressive Restrictive 

Ventilatory Impairment in Idiopathic Diffuse Pulmonary Ossification. Intern Med 

2018, 57: 1631-1636. 

 

10. Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Riki Matsumoto, Masako Watanabe, 

Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: Nationwide survey in Japan endorsed 

diagnostic criteria of benign adult familial myoclonus epilepsy. Seizure 2018, 61: 

14-22. 

 

11. Hajime Yoshimura, Riki Matsumoto, Hiroyuki Ueda, Koichi Ariyoshi, Akio Ikeda, 
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Ryosuke Takahashi, Nobuo Kohara: Status epilepticus in the elderly: 

Comparison with younger adults in a comprehensive community hospital. 

Seizure 2018, 61: 23-29. 

 

12. Aya Kanno, Rei Enatsu, Satoshi Ookawa, Shouhei Noshiro, Shunya Ohtaki, 

Kengo Suzuki, Yuto Suzuki, Rintaro Yokoyama, Satoko Ochi, Yukinori Akiyama, 

Takeshi Mikami, Takuro Nakae, Takayuki Kikuchi, Takeharu Kunieda, Susumu 

Miyamoto, Riki Matsumoto, Nobuhiro Mikuni: Interhemispheric Asymmetry of 

Network Connecting Between Frontal and Temporoparietal Cortices: A 

Corticocortical-Evoked Potential Study. World Neurosurg 2018, 120: e628-e636. 

 

13. Shuichiro Neshige, Masao Matsuhashi, Katsuya Kobayashi, Takeyo Sakurai, 

Akihiro Shimotake, Takefumi Hitomi, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, 

Takeharu Kunieda, Riki Matsumoto, Ryosuke Takahashi, Susumu Miyamoto, 

Hirofumi Maruyama, Masayasu Matsumoto, Akio Ikeda: Multi-component 

intrinsic brain activities as a safe alternative to cortical stimulation for sensori-

motor mapping in neurosurgery. Clin Neurophysiol 2018, 129: 2038-2048. 

 

14. Tomoyuki Fumuro, Masao Matsuhashi, Riki Matsumoto, Kiyohide Usami, Akihiro 

Shimotake, Takeharu Kunieda, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Ryosuke 

Takahashi, Susumu Miyamoto, Akio Ikeda: Do scalp-recorded slow potentials 

during neuro-feedback training reflect the cortical activity? Clin Neurophysiol 

2018, 129: 1884-1890. 

 

15. Byungin Lee for the Asian Status Epilepticus Survey Group: Treatment gap for 

convulsive status epilepticus in resource-poorcountries. Epilepsia 2018, 59 

supple2: 135-139. 

 

16. Masato Kinboshi, Saki Shimizu, Tomoji Mashimo, Tadao Serikawa, Hidefumi Ito, 

Akio Ikeda, Ryosuke Takahashi, Yukihiro Ohno: Down-Regulation of Astrocytic 

Kir4.1 Channels during the Audiogenic Epileptogenesis in Leucine-Rich Glioma-

Inactivated 1 (Lgi1) Mutant Rats. Int J Mol Sci 2019, 20: 1013. 

 

17. Kiyohide Usami, Griffin W Milsap, Anna Korzeniewska, Maxwell J Collard, Yujing 

Wang, Ronald P Lesser, William S Anderson, Nathan E Crone: Cortical 

Responses to Input From Distant Areas are Modulated by Local Spontaneous 

Alpha/Beta Oscillations. Cereb Cortex 2019, 29: 777-787. 
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18. Takeshi Inoue, Morito Inouchi, Masao Matsuhashi, Riki Matsumoto, Takefumi 

Hitomi, Masako Daifu-Kobayashi, Katsuya Kobayashi, Mitsuyoshi Nakatani, 

Kyoko Kanazawa, Akihiro Shimotake, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, 

Takeharu Kunieda, Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: 
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306-312． 

 

4. 吉村元，池田昭夫：てんかん．猿田享男，北村惣一郎．私の治療 2019-20 年度版，日

本医事新報社，2019，1568． 

 

5. 行木孝夫，田所智，津田一郎，國枝武治，松橋眞生，松本理器，池田昭夫：てんかん

脳波データと非線形時系列解析．数理解析研究所講究録，京都大学数理解析研究

所，2019． 

 

6. 人見健文，池田昭夫：ワイドバンド脳波：低周波成分の発生機構，記録・判読．日本臨

床神経生理学会 EEG モノグラフ臨床脳波を基礎から学ぶ人のために，診断と治

療社，2019，64-71． 

 

7. 中谷光良，井内盛遠，池田昭夫：ワイドバンド脳波：低周波成分の発生機構，記録・判

読．日本臨床神経生理学会  EEG モノグラフ臨床脳波を基礎から学ぶ人のため

に，診断と治療社，2019，239-248． 

 

8. 池田昭夫，稲垣真澄，太田克也，長田美智子，志賀哲也，入戸野宏，原悦子，平田幸

一，文室知之，松橋眞生，矢部博興：事象関連電位（ERP）．日本臨床神経生理学会 

誘発電位測定マニュアル 2019，診断と治療社，2019，71-86． 

 

9. 武山博文，宇佐美清英，松本理器：抗てんかん薬．脳科学辞典（web），2020． 

 

10. 人見健文：BAFME の病態・遺伝子発見・今後の展望．neurodiem（web），2020． 

 

11. 人見健文：ミオクローヌス．脳科学辞典（web），2020． 

 

12. 池田昭夫編集：てんかん，早わかり！診療アルゴリズムと病態別アトラス．南江堂，
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2020． 

 

13. 池田昭夫：ミオクロニー発作．今日の疾患辞典，株式会社プレシジョン，2020 WEB 

書籍． 

 

14. 池田昭夫：進行性ミオクローヌスてんかん．今日の疾患辞典，株式会社プレシジョ

ン，2020 WEB 書籍． 

 

15. 池田昭夫：てんかん重積．今日の疾患辞典，株式会社プレシジョン，2020 WEB 書

籍． 

 

16. 音成秀一郎，池田昭夫：脳波判読オープンキャンパス：誰でも学べる 7 step．診断と

治療社，2021． 

 

17. 中谷光良，井内盛遠，前原健寿，池田昭夫：4）Wide-band EEG を用いた焦点診断

－グリアとニューロン両者からのアプローチ，脳神経外科，2018；46：339-353． 

 

18. 松本理器，池田昭夫，宮本享：アンカーボルトを用いた定位的深部電極挿入術

（stereotactic EEG insertion）の初期経験－課題の抽出と挿入精度向上の検討－，

脳神経外科，2018；46：917-924． 

 

19. 松本理器，下竹昭寛，山尾幸広，菊池隆幸，國枝武治：てんかんの治療戦略：てんか

ん外科における言語機能温存へ向けた試み，神経心理学，2018；34：124-134． 

 

20. 宇佐美清英：最近のてんかんの薬物治療－とくに高齢者についての観点から－，老

年精神医学雑誌，2018；29：1063-1069． 

 

21. 音成秀一郎，池田昭夫：総説 1．高齢者のてんかん，特集日常診療で増えてきた高齢

者のてんかん，Geriat. Med，2018；56：115-121． 

 

22. 池田昭夫，小林勝哉：特集テーマ，変貌する専門医制度：神経治療を目指す医師の

キャリアパス，日本てんかん学会，神経治療学，2018． 

 

23. 池田昭夫：特集，てんかんをめぐる最近の話題，Bio Clinica，2018，33． 

 

24. 池田昭夫：てんかん地域診療連携体制整備事業への取り組み，波，2019；43：3-8． 

 

25. 池田昭夫：ガイドラインに基づくてんかん診療，Clinician，2019；670：8-14． 



38 

 

 

26. 濱口敏和，池田昭夫：抗てんかん薬と GABA 作動性神経伝達，抑制性神経伝達物質

－基礎と臨床，脳神経内科，2019；90：369-373． 

 

27. 飯田真太朗，池田昭夫：進行性ミオクローヌスてんかん，新薬と臨床．指定難病最前

線，2019；93：77-81． 

 

28. 北川泰久，池田昭夫，寺田清人，前原健寿，三牧正和：【座談会】てんかん診療の進歩

と今後の課題，特集「てんかん診療の最前線」，日本医師会雑誌，2019；148：1685-

1697． 

 

29. 池田昭夫：III 個別の指定難病 神経・筋系  S132 80 カナバン病【指定難病 307】，

指定難病ペディア，2019；148：132． 

 

30. 池田昭夫，人見健文，松橋眞生，音成秀一郎，十河正弥，梶川駿介：12 回 AOEC 報

告と，13 回（2020 年）の日本での開催に向けて，Epilepsy，2019；13：41-46． 

 

31. 池田昭夫，赤松直樹，神一敬，岡明，高橋孝雄：結節性硬化症，－疾患の正しい理解

と適切な診療連携・移行医療（トランジション）を目指して－，脳神経内科，2019；

91：27-277． 

 

32. 池田昭夫：辺縁系脳炎（自己免疫介在性脳炎）とてんかん，小児神経学の進歩，

2019；48：107-120． 

 

33. 武山博文，池田昭夫：高齢者のてんかんは，若年成人と異なる特徴がある 知ってお

きたいことア・ラ・カルト，Medical Practice，2019；37：318-320． 

 

34. 戸島麻耶，人見健文，池田昭夫：良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんのミオク

ローヌスの起源，脳神経内科，2020；93：291-297． 

 

35. 高谷美和，大井和起，邉見名見子，池田昭夫：てんかん患者での光くしゃみ反射：て

んかん性の光過敏性との異同は？脳神経内科，2020；6：715-716． 

 

36. 梶川駿介，池田昭夫：難治性てんかんにおけるグリアの役割と wide-band EEG，脳

神経内科，2020；93：447-455． 

 

37. 池田昭夫，松橋眞生：てんかんをめぐるアート －「てんかんをめぐるアート展：作品

集（英語版）」より－，Epilepsy，2020；14：43926． 
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38. 大井和起，人見健文，池田昭夫：特集 興奮性アミノ酸の臨床精神薬理学，興奮性ア

ミノ酸受容体を介した抗てんかん薬の作用メカニズム，臨床精神薬理，2020；23：

799-809． 

 

39. 人見健文，池田昭夫：わが国での脳波の遠隔診断，Epilepsy，2020；14：97-101． 

 

40. 宇佐美清英，池田昭夫：てんかん 長期処方自体の薬物療法を支える薬剤師になる

ための慢性疾患治療薬の使い分けと患者モニタリング，調剤と薬局，2020，244-

249． 

 

41. 山内秀雄，池田昭夫：てんかん診療の多様性と均てん化，特集 1 てんかん診療連携

の現状と課題，精神科，2020；36：471-477． 

 

42. 中谷光良，池田昭夫：グリア・ニューロンから見る，ヒト脳における部分てんかん発作

の発振現象，増大特集脳の発振現象－基礎から臨床へ，BRAIN and NERVE，

2020；72：1207-1221． 

 

43. 行木孝夫，津田一郎，池田昭夫：研究集会「てんかんの数学的研究」開催報告，

Epilepsy，2020；14：111-117． 

 

44. 戸島麻耶，小林勝哉，池田昭夫：2．進行性ミオクローヌスてんかん，Prog Med，

2021；41：115-121． 

 

45. 松橋眞生，池田昭夫：てんかんの診断と治療における異分野連携の重要性，Medical 

Science Digest，2021；47：246-249． 

 

46. 武山博文，池田昭夫：高齢者てんかんの臨床的特徴，脳神経内科，2021；94：523-

527． 

 

47. 宇佐美清英：高齢者てんかんの治療，脳神経内科，2021；94：540-545． 

 

48. 本多正幸，池田昭夫：Extreme delta brush（脳波像について），Epilepsy，2021；15：

443-455． 

 

49. 宇佐美清英：睡眠によるてんかん原性の変化－硬膜下電極記録における高周波数

帯脳波活動の解析による検討－，睡眠医療，2021；15：177-181． 
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50. 池田昭夫，小林勝弘：特集にあたって，臨床神経生理学，2021；49：139-140． 

 

51. 細川恭子，宇佐美清英，團野大介，竹島多賀夫，立岡良久，池田昭夫．デジタル脳波

時代の片頭痛の再検討と電気生理学的バイオマーカーの検索，日本臨牀，2022；

80：243-248． 

 

52. 池田昭夫．脳機能と脳波 特集：脳波の読み方 up to date，Clin Neuroscience，

2022；40：408-413． 

 

53. 池田昭夫，梶川駿介：てんかんとグリア 特集てんかん診療，脳神経内科，2022；96：

553-543． 

 

54. 宇佐美清英，赤松直樹，飯村康司，井内盛遠，今村久司，榎日出夫，木下真幸子，國

井尚人，小林勝弘，小林勝哉，酒田あゆみ，重藤寛史，下竹昭寛，神一敬，菅野秀宣，

田中章浩，千葉茂，寺田清人，飛松省三，夏目淳，原恵子，人見健文，本多正幸，前原

建寿，松本理器，三枝隆博，矢部博興，山野光彦，池田昭夫：臨床脳波の諸問題に関

する情報共有と提言 脳波セミナー・アドバンスコース小委員会レポート，臨床神経

生理学，2022；50：107-112． 

 

55. 細川恭子，宇佐美清英，池田昭夫：体外離脱体験 (out-of-body experience) とてん

かん発作, 片頭痛，Epilepsy，2022；16：31-36． 

 

56. 小林勝哉，Juan Bulacio，Dileep R Nair，Jorge Gonzalez-Martinez，松本 理器：て

んかん外科における定位的頭蓋内脳波 (SEEG) の有用性，No Shinkei Geka，

2022；50：1101-1117． 

 

57. 戸島麻耶，小林勝哉，池田昭夫：11. 機能性疾患 1) AMPA 受容体拮抗薬の作用機

序，Annual Review 神経 2022，鈴木則宏，荒木信夫，宇川義一，桑原聡，塩川芳昭

編，中外医学社，2022，297-304． 

 

58. 戸島麻耶，小林勝哉，池田昭夫：脳波・薬物動態データからペランパネル治療を考え

る，ペランパネルによるてんかん治療ストラテジー 第 2 版，髙橋幸利編，先端医学

社，2022，80-84． 

 

59. 小林勝哉，池田昭夫：ミオクローヌス, 舞踏運動, バリズム，BRAIN and NERVE，

2023；75：45-58． 

 

60. 池田昭夫：年次学術集会と学会誌の役割とあり方の変化，てんかん研究，2023；40：
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517-518．  

 

61. 池田昭夫：てんかんの病態治療解明の融合的新知見へのアプローチ ～アストロサ

イトと細胞外 K ホメオスタシスの破綻，伝播機構の仮説～, 神経治療, 2023；40：1-

6. 

 

62. 三村直哉，松橋眞生：【てんかん A to Z】てんかんの臨床検査 CT, MRI, SPECT, 

PET(解説)．Medical Technology，2023；51：900-905． 

 

学会•研究会発表 

■招請講演•シンポジウムなど 

国際学会 

Akio Ikeda: How to predict good responders to vagus nerve stimulation, Beijing 

International Pediatric Epilepsy Forum (BIPEP) 2018 (2018/04/13-15, Beijing, China). 

 

Akio Ikeda: Subdurally recorded HFO may represent extracellular or intercellular 

activity? SIG 1: Clinical and basic researches of EEG (Discussion on the researches 

of Basic and clinical EEG), 23rd Korean Epilepsy Congress (KEC2018) (2018/06/15-

16, Seoul, Korea). 

 

Akio Ikeda: Epilepsy, neuron and glia: Is it a paradigm shift?, Presidential symposium, 

Issues and advanced Technologies in Epilepsy, 23rd Korean Epilepsy Congress 

(KEC2018) (2018/06/15-16, Seoul, Korea). 

 

Akio Ikeda: Generator mechanisms of antagonist of AMPA receptor Paroxysmal 

depolarization shifts (PDS) vs. AED Spotlight on Perampanel, Eisai Satellite 

Symposium, evolving landscape in management of epilepsy: experts perspective, the 

12th Asian & Oceanian Epilepsy Congress (2018/06/28-07/01, Bali, Indonesia). 

 

Akio Ikeda: Development of EEG services: the Japanese experience, CAOA Task 

Force Session, CAOA‘s global campaign task force session: improving availability and 

quality of EEG in the region, the 12th Asian & Oceanian Epilepsy Congress 

(2018/06/28-07/01, Bali, Indonesia). 

 

Akio Ikeda: Biomarkers of epilepsy: What approaches do we have? EEG biomarkers 

for neuron and glia, the 12th Asian & Oceanian Epilepsy Congress (2018/06/28-07/01, 

Bali, Indonesia). 
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Akio Ikeda: CAOA’s ongoing project Perampanel on cortical myoclonus, the 12th 

Asian & Oceanian Epilepsy Congress (2018/06/28-07/01, Bali, Indonesia). 

 

Akio Ikeda: Neuron, glia, and epilepsy: Is it a paradigm shift?, Epilepsy Grand Rounds, 

University Hospitals, Neurological Institute, School of Medicine, Case Western 

Reserve University (2018/07/05, Cleveland, USA). 

 

Akio Ikeda: Inflammation and epilepsy, 31st Annual Scientific Meeting of The Hong 

Kong Neurological Society (2018/11/03-04, Hong Kong, China). 

 

Akio Ikeda: The role of EEG in adult epilepsy care, Teaching course 1-4, AOCN-

ASEPA EEG Workshop16th Asian Oceanian Congress Of Neurology (2018/11/08-11, 

Seoul, Korea). 

 

Akio Ikeda: What do different frequencies and other modalities tell us about MEG's 

ability to identify the extent of the epileptic zone?, American Epilepsy Society (AES) 

2018 Annual Meeting (2018/11/30-12/04, New Orleans, USA). 

 

Akio Ikeda: DC shifts are established tool or still research topic? Concurrent session: 

SIG, Wide-band EEG for epilepsy: established tool or research topic?, American 

Clinical Neurophysiology Society, 2019 Annual Meeting and Courses (2019/02/06-10, 

Las Vegas, USA). 

  

Akio Ikeda: Paroxysmal depolarization shifts (PDS) vs. AED in clinical epilepsy, 

Unique effects of perampanel on giant SEPs, i.e., paroxysmal depolarization shifts 

(PDS), Pertinent investigation in epilepsy, 20th Joint conference of Indian Epilepsy 

Society (IES) and Indian Epilepsy Association (IEA) (2019/03/08-10, New Delhi, India). 

 

Akio IKEDA: Slow EEG and HFO is long and new frontiers in clinical EEG: Ready for 

epilepsy and functional mapping? EEG course and workshop Organized by 

Subcommittee on Clinical Neurophysiology of the Hong Kong Neurological Society 

(2019/05/04-05, Hong Kong, China). 

 

Akio IKEDA: Interpretation of epileptiform activities (focal, generalized and status 

epilepticus), EEG course and workshop Organized by Subcommittee on Clinical 

Neurophysiology of the Hong Kong Neurological Society (2019/05/04-05, Hong Kong, 

China). 
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Akio IKEDA: Active ictal DC shifts ＆ red slow in epilepsy patients: Other slows 

among pathological DC brain potentials，International conference of cortical spreading 

depolarization (iCSD) (2019/07/01-03, Yokohama). 

 

Akio IKEDA: Pharmaco-resistant epilepsy, how do we know the real focus? New 

approach by active ictal DC shifts and red slow，5th Neuroepidemiology International 

Conference (2019/09/03-05, Cairo, Egypt). 

 

Ikeda A: Intractable partial Epilepsy: How do we know the real focus? New approach 

by active ictal DC shifts and red slow, 8th CAAE (China Association Against Epilepsy) 

International Conference of Epilepsy (2019/10/18-20, Dingdao, China). 

 

Ikeda A: Clinical, neurophysiological features & history of BAFME/FCMTE, 

International Conference on Familial Cortical Myoclonic Tremor With Epilepsy 

(FCMTE) and Repeat Expansion Diseases (2019/11/17-19, Hangzhou, China). 

 

Akio Ikeda: EEG and electrophysiological monitoring: Basic and wide band EEG, 10th 

Advanced International Course of Clinical Epileptology (2020/08/17-28, web). 

 

Akio Ikeda: Case discussion from Kyoto University Graduate School of Medicine, A 

dialogue across the Pacific Ocean on epilepsy cases in America and Asia, 6th Huaxia 

International Neurology Forum (2020/11/22, web). 

 

Akio Ikeda: EEG and electrophysiological monitoring: Basic and wide band EEG, EPIC 

online (Indian Epilepsy Association) (2021/01/10, web). 

 

Akio Ikeda: Infraslow, DC Shift and High Frequency Oscillations: Established Tool or 

Research Topic?, 7th Asian- Oseanian Congress on Clinical Neurophysiology 

(2021/01/30-02/01, web). 

 

Akio Ikeda: Advances in EEG Analysis - Wide-Band EEG, Dense-Array EEG and 

Quantitative EEG, 7th Asian- Oseanian Congress on Clinical Neurophysiology 

(2021/01/30-02/01, web). 

 

Akio Ikeda: How to predict good responders to vagus nerve stimulation, 

Comprehensive Epilepsy Surgery Online Course Series-XI (2021/04/24, web). 

 

Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Maya Tojima, Kazuki Oi, Akio Ikeda: How to 
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record giant SEPs and jerk-locked back averaging in cortical myoclonus. 13th 

Asian&Oceanian Epilepsy Congress (2021/06/10-13, web). 

 

Takefumi Hitomi, Maya Tojima, Kazuki Oi, Katsuya Kobayashi, Akio Ikeda: How to 

record giant SEPs and jerk-locked back averaging in cortical myoclonus. 13th 

Asian&Oceanian Epilepsy Congress (2021/06/10-13, web). 

 

Akio Ikeda: Wide band EEG from invasive to scalp EEG; how is it useful? DC shifts 

and HFO in scalp EEG. 13th Asian&Oceanian Epilepsy Congress (2021/06/10-13, 

web). 

 

Akio Ikeda: DC shifts and HFO in scalp EEG: next surrogate markers to spike/sharp 

wave. 9th CAAE International Epilepsy Forum (CIEF) A Virtual Congress Main 

Session (2021/10/29, web). 

 

Akio Ikeda: Presurgical Epilepsy Evaluation, An Update of Current Managemant in 

Epilepsy. MUKERNAS PERDOSSI PALEMBANG 2021 NEUROINTERVENTION 

(2021/11/21, web). 

 

Akio Ikeda: "Atypical" focal motor seizure semiology in presurgical evaluation. Beijing 

Epilepsy and Neurophysiology Summit (BENS2021) The 10th Epilepsy-

Neurophysiology Meeting in Beijing (2021) & Beijing Epilepsy Diagnosis and 

Treatment Center Academy Annual Conference Online Meeting Epilepsy Semiology 

(2021/11/27, web). 

 

Akio Ikeda: Elderly onset epilepsy:a change to the new etiology and symptom. 6th 

Neuroepidemiology conference (Neurological disorders clinical practice and pittfalls) 

in collaboration with ESNPN (2023/02/08-11, web).  

 

国内学会 

〈英語〉 

1. Akio Ikeda: Clinical EEG in 21st century: a research topic or tool?．第 48 回日本

臨床神経生理学会学術大会（2018/11/08-10，東京）． 

 

2. Akihiro Shimotake, Riki Matsumoto, Mitsuhiro Sakamoto, Akio Ikeda: Diagnosis 

and treatment of autoimmune epilepsy (in adults). 第 54 回日本てんかん学会学

術集会（2021/09/23-25，web）． 
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3. Shunsuke Kajikawa, Akio Ikeda: Case presentation:Intracranial EEG. 第 55 回日

本てんかん学会学術集会（2022/09/20-22，仙台）．  

 

4. Shuichiro Neshige, Takefumi Hitomi, Maya Tojima, Katsuya Kobayashi, Hiroyuki 

Ishiura, Akio Ikeda: A role of aging in the progression of cortical excitability in 

BAFME type 1. 第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）．  

 

5. Shuichiro Neshige, Masao Matsuhashi, Katsuya Kobayashi, Takayuki Kikuchi, 

Akio Ikeda: Multi-spectrum intrinsic brain activity for brain motor mapping 

alternative to cortical stimulation. 第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会

（2022/11/24-26，京都）．  

 

6. Maya Tojima, Takefumi Hitomi, Katsuya Kobayashi, Masao Matsuhashi, 

Shuichiro Neshige, Akio Ikeda: New Biomarkers for Benign Adult Familial 

Myoclonus Epilepsy. 第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京

都）．  

 

7. Masahiro Gotoh, Katsuya Kobayashi, Masao Matsuhashi, Yukihiro Yamao, 

Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Keiichi Ueda, Takao Namiki, Ichiro Tsuda, 

Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: AI auto-detection of ictal DC shift to facilitate its 

clinical application as a surrogate biomarker for epilepsy surgery. 第 52 回日本

臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

〈日本語〉 

8. 池田昭夫：グルタミン酸受容体拮抗薬の作用機序 - 基礎と臨床の translatability-

PDS と抗てんかん薬～臨床の立場から～．第 60 回日本小児神経学会学術集会

（2018/05/31-06/02，千葉）． 

 

9. 松本理器：高齢者のてんかん．第 60 回日本老年医学会学術集会（2018/06/14-16，

京都）． 

 

10. 池田昭夫：急性発作性の運動異常症てんかん関連運動異常および PKC：てんかん

発作との類似点と鑑別．第 12 回日本パーキンソン病・運動障害疾患コングレス

（2018/07/05-07，京都）． 

 

11. 松本理器：非てんかん性異常・意識障害．第 4 回脳波セミナーアドバンスコース

（2018/08/04-05，京都）． 
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12. 池田 昭夫：てんかんの分類と診断（池田昭夫）（他講演者分あり）．第 7 回サマーて

んかんセミナー（2018/09/02，東京）． 

 

13. 松本理器，小林環，下竹昭寛，吉田和道，矢野史朗，前田貴記，今水寛，池田昭夫：島

皮質障害による運動主体感の動的変容：脳外科手術症例からの知見．身体性システ

ム．脳内身体表現のモデル化からリハビリテーション．第 36 回日本ロボット学会

（2018/09/05-08，愛知）． 

 

14. 池田昭夫：てんかん診療ガイドライン 2018 改訂ポイント～高齢者てんかんを中心

に．第 17 回 南勢神経フォーラム（2018/09/21，津）． 

 

15. 池田昭夫：てんかんの病歴聴取，病歴・発作症候の記載は，臨床神経生理学を定性

的に言語化したもの．近畿成人てんかんセミナー（2018/10/06，大阪）． 

 

16. 山尾幸広，松本理器，國枝武治，荒川芳輝，中江卓郎，菊池隆幸，吉田和道，池田昭

夫，宮本享：術中言語白質路モニタリングにおける皮質－皮質間誘発電位の麻酔の

影響－言語機能保護を目指して－．日本脳神経外科学会 第 77 回学術総会

（2018/10/10-12，仙台）． 

 

17. 松本理器：てんかん．京都市委託事業 難病患者医療講演・相談会（2018/10/14，京

都）． 

 

18. 宇佐美清英：Functional Brain Mapping by ECoG-Recent Development -ECoG に

よる脳機能マッピング－この 1 年の動向－．第 52 回日本てんかん学会学術集会

（2018/10/25-27，横浜）． 

 

19. 池田昭夫：グルタミン酸と AMPA 受容体－基礎と臨床の translatability－発作原

性，てんかん原性と PDS：臨床的視点．第 52 回日本てんかん学会学術集会

（2018/10/25-27，横浜）． 

 

20. 池田昭夫：生き生きとしたてんかん医療地域連携とてんかん診療拠点の役割 日本

てんかん学会のミッション：てんかん診療の多様性に対しての均てん化への方策．第

52 回日本てんかん学会学術集会（2018/10/25-27，横浜）． 

 

21. 松本理器，下竹昭寛，十河正弥，菊池隆幸，國枝武治，池田昭夫：皮質電気刺激によ

る脳機能マッピング．第 48 回日本臨床神経生理学会学術大会（2018/11/08-10，東

京）． 
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22. 山尾幸広，松本理器，國枝武治，荒川芳輝，中江卓郎，菊池隆幸，吉田和道，池田昭

夫，宮本享：術中脳機能モニタリング．第 48 回日本臨床神経生理学会学術大会

（2018/11/08-10，東京）． 

 

23. 池田昭夫：診療ガイドライン 2018 に基づく，てんかんの診療と治療．第 20 回ニュ

ーロトピックス 21「てんかん」（2018/11/13，東京）． 

 

24. 池田昭夫：一般診療における脳卒中とてんかんの鑑別診断．第 25 回東播磨脳卒中

フォーラム（2018/11/15，明石）． 

 

25. 松本理器：臨床システム神経科学によるヒト脳病態・高次機能の解明．分子発生学セ

ミナー（2019/02/25, 大阪）． 

 

26. 池田昭夫：てんかん発作発現メカニズム－ up to date グリア・ニューロンからみた

発現メカニズム～電気生理学的および臨床的アプローチ～．グルタメート カンファ

ランス（2019/02/03，東京）． 

 

27. 池田昭夫：てんかんと頭痛，てんかんと片頭痛の興奮性の違いは？第 19 回埼玉頭

痛研究会学術研究会（2019/02/15，さいたま）． 

 

28. 池田昭夫：てんかんの診断と治療の最近の話題．日本神経治療学会，第 4 回神経治

療研修会プログラム（2019/04/14，京都）． 

 

29. 池田昭夫：てんかん臨床と脳波：エッセンシャル（基本的におさえておくべきコツ）．

てんかんプライマリーケア・セミナー in Chiba（2019/04/19，千葉）． 

 

30. 池田昭夫：21 世紀のてんかんの診断と治療：てんかんは国民病．第 81 回大阪薬科

大学 公開教育講座 くすりの作用と副作用～薬物治療における安全管理のために

（43）（2019/05/19，大阪）． 

 

31. 池田昭夫：第 16 回生涯教育セミナー Hands-on「脳波」．第 60 回日本神経学会学

術大会（2019/05/24，大阪）． 

 

32. 池田昭夫：21 世紀のてんかんの診断と治療：てんかんは国民病．第 37 回日本神経

治療学会年次集会（2019/11/05-07，東京）． 

 

33. 池田昭夫：Berger から始まる今日の脳波・脳磁図の研究・臨床と今後．Berger 講

演 2．第 49 回日本臨床神経生理学会（2019/11/28-30，福島）． 
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34. 池田昭夫：てんかん発作か発作性運動異常症か，それが問題だ．第 61 回日本神経

学会学術大会（2020/08/31-09/02，岡山）． 

 

35. 人見健文，髙橋良輔，池田昭夫：3）皮質性ミオクローヌスとミオクロニー発作：てん

かん発作か運動異常症か．教育コース 7 てんかん発作か発作性運動異常症か，そ

れが問題だ．第 61 回日本神経学会学術集会（2020/08/31-09/02，岡山）． 

 

36. 池田昭夫：てんかん：内科治療のトピックス，抗発作薬から抗てんかん原性薬へ．第

79 回日本脳神経外科学会総会（2020/10/15-17，岡山（web））． 

 

37. 宇佐美清英，細川恭子，竹島多賀夫，立岡良久，池田昭夫：片頭痛の病態生理研究

の新展開 片頭痛の脳波研究： Back to the basic．第 50 回日本臨床神経生理学会

学術集会（2020/11/26-28，京都）． 

 

38. 人見健文，髙橋良輔，池田昭夫：①易しく繙くデジタル脳波の利点（講義）．主催セミ

ナー 1 脳波ハンズオン．第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会（2020/11/26-

28，京都）． 

 

39. 人見健文，小林勝哉，髙橋良輔，池田昭夫：ミオクローヌスてんかん．アドバンスレク

チャー 10．第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会（2020/11/26-28，京都）． 

 

40. 池田昭夫：てんかん診療の進歩の多様化．2020 年度日本神経学会関東・甲信越地

区生涯教育講演会（2020/12/06，web）． 

 

41. 池田昭夫：日本のてんかん外科へのメッセージ：脳神経内科と ILAE の視点から．

第 44 回日本てんかん外科学会（2021/01/20-21，新潟（web））． 

 

42. 池田昭夫：集中治療のための急性期脳波モニタリングの基礎：難治てんかんの 

EMU モニタリングとの比較から．第 48 回日本集中治療医学会学術集会

（2021/02/12-14，web）． 

 

43. 池田昭夫：教育コース 21 小児てんかん治療の留意点．第 62 回日本神経学会学術

大会（2021/05/19-22，京都）． 

 

44. 小林勝哉，菊池隆幸，松本理器，國枝武治，池田昭夫，Juan Bulacio，Dileep Nair．ア

ンカーボルトを用いた SEEG による MRI 陰性てんかん術前評価: 経験症例の提示

を含めて．第 54 回日本てんかん学会学術集会（2021/09/23-25，web）． 
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45. 大封昌子，松橋眞生, Patrick Chauvel, 池田昭夫："Red slow"と"Fingerprint ictal 

pattern"における HFO．第 54 回日本てんかん学会学術集会（2021/09/23-25，

web）． 

 

46. 小林勝哉，人見健文，松橋眞生，池田昭夫，井上有史：稀少疾患レジストリの重要性

と今後の展開: 海外との連携など．第 54 回日本てんかん学会学術集会

（2021/09/23-25，web）． 

 

47. 小林勝哉：第 1 部 「内科系―SEEG の理論・仮説設定・プランニング」 (2) 症例提

示．第 2 回定位的頭蓋内脳波(SEEG)技術講習会（2021/09/25，web）． 

 

48. 池田昭夫：グリアニューロン連関からの難治てんかんへのアプローチ．日本脳神経外

科学会第 80 回学術集会（2021/10/28，web）． 

 

49. 池田昭夫：てんかんの診断と治療: 基本と最新情報．第 39 回日本神経治療学会学

術大会（2021/10/29，web）． 

 

50. 人見健文，戸島麻耶，音成秀一郎，小林勝哉，高橋良輔，池田昭夫：BAFME の臨床

特徴への新しい視点と病態機構: 律動性(皮質振戦)と緩徐進行性 シンポジウム 5 

BAFME を通して学びたいこと．第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会

（2021/12/16-18，仙台）． 

 

51. 池田昭夫：サブスペシャルティ専門医制度への日本てんかん学会の方針．第 51 回

日本臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

52. 人見健文，谷岡洸介，本多正幸，松橋眞生，高橋良輔，池田 昭夫．遠隔脳波判読 

Tele-EEG reading system シンポジウム 14 遠隔医療 D to D．第 51 回日本臨床

神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

53. 池田昭夫：緩電位と高周波活動の役割: 臨床的意義はどこまでわかったか？Wide-

band EEG ranging from DC-infraslow to high frequency oscillation．第 51 回日本

臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

54. 宇佐美清英：神経生理からせまる意識と睡眠の脳科学．第 51 回日本臨床神経生理

学会学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

55. 下竹昭寛，尾谷真弓，山尾幸広，菊池隆幸，松本理器，池田昭夫：低侵襲皮質電気刺
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激マッピング．第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

56. 小林勝哉，菊池隆幸，松本理器，國枝武治，池田昭夫：定位的頭蓋内脳波(SEEG)の

判読．第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

57. 後藤昌広，小林勝哉，松橋眞生，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，髙橋良輔，池田昭

夫：Ictal DC shift の AI での検出: preliminary analysis．第 45 回日本てんかん外科

学会（2022/01/27-28，web）． 

 

58. 池田昭夫：Designated remark A guideline needed for standardization toward S-

EEG in Japan? 第 45 回日本てんかん外科学会（2022/01/27-28，web）． 

 

59. 池田昭夫：グリアニューロン連関と難治部分てんかん Glia-neuron association and 

intractable focal epilepsy．第 45 回日本てんかん外科学会（2022/01/27-28，web）． 

 

60. 小林勝哉：米国クリーブランドクリニックに学ぶ SEEG の考え方: 症例選択・仮説設

定・プランニングと脳波解析について．第 45 回日本てんかん外科学会

（2022/01/27-28，web）． 

 

61. 下竹昭寛，人見健文，池田昭夫：教育コース 19「脳死判定・臓器移植について学ぼ

う，語ろう」脳死判定実技について．第 63 回日本神経学会学術大会（2022/05/18-

21，東京）．  

 

62. 宇佐美清英，人見健文，池田昭夫：脳神経内科からの要望．第 55 回日本てんかん学

会学術集会（2022/09/20-22，仙台）．  

 

63. 小林勝哉：脳神経内科医の視点 –SEEG 導入を前提とした診療と治療ロードマップ

の考え方–．第 55 回日本てんかん学会学術集会（2022/09/20-22，仙台）． 

 

64. 小林勝哉，人見健文，戸島麻耶，石浦浩之，辻省次，池田昭夫：BAFME での遺伝カ

ウンセリング 患者・家族への疾患特性と遺伝学的検査の伝え方．第 55 回日本てん

かん学会学術集会（2022/09/20-22，仙台）． 

 

65. 宇佐美清英：CCEP を用いたてんかんネットワーク解析．第 52 回日本臨床神経生

理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

66. 梶川駿介，池田 昭夫：Ictal Direct Current Shift と Ictal High Frequency 

Oscillations の最近の知見と今後の展望．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会
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（2022/11/24-26，京都）． 

 

67. 十川純平，江川斉宏，池田昭夫：正中中心部〜頭頂部に突発的な律動性 θ 波を認

め，subclinical rhythmic electrographic discharges of adults (SREDA)と考えた一

例．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

68. 小林勝哉，菊池隆幸，松本理器，國枝武治，池田昭夫：SEEG における

epileptogenic zone の仮説設定と電極留置プランニング．第 52 回日本臨床神経生

理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

69. 菊池隆幸，山尾幸広，小林勝哉，稲田拓，下竹昭寛，松本理器，國枝武治，池田昭夫，

宮本享：従来の定位手術手技による SEEG 留置 ロボットを用いた手技との共通点

と相違点．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

70. 後藤昌広，小林勝哉，松橋眞生，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，上田肇一，行木孝

夫，津田一郎，臼井直敬，白水洋史，前原健寿，髙橋良輔，池田昭夫：深層学習モデ

ルによる発作時 DC shift 自動検出の試み．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大

会（2022/11/24-26，京都）． 

 

71. 下竹昭寛：教育講演 14 脳波の基礎．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会

（2022/11/24-26，京都）． 

 

72. 松橋眞生：発作間欠期てんかん性 MEG 活動伝播による焦点推定．第 52 回日本臨

床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

73. 池田昭夫：脳波の読み方の基本：てんかん発作・意識障害の観点から．第 123 回日

本神経学会近畿地方会（2022/12/17，神戸）． 

 

74. 小林勝哉：SEEG に必須となる症候学的アプローチ．第 46 回日本てんかん外科学

会（2023/01/27，山口）． 

 

75. 小林勝哉：より適切な薬剤抵抗性てんかん患者の診療を目指して：脳神経内科医の

立場より．第 10 回全国てんかんセンター協議会総会（2023/02/10-12，宇都宮）． 

 

76. 宇佐美清英，小林勝哉，下竹昭寛，菊池隆幸，吉田健司，植野司，伏見育崇，人見健

文，飯田恵，葛谷聡，松橋眞生，髙橋良輔，森本昌史，池田昭夫：京都府におけるてん

かん医療均てん化の取り組み ―てんかん支援拠点病院指定まで―．第 10 回全国

てんかんセンター協議会総会（2023/02/10-12，宇都宮）． 
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77. 下竹昭寛：JME の薬物治療．第 64 回日本神経学会学術総会（2023/05/31-06/03，

千葉）． 

 

78. 池田昭夫：てんかんにおける小児ー成人移行期医療：現状と課題．第 64 回日本神経

学会学術総会（2023/05/31-06/03，千葉）． 

 

■一般発表 

国際学会 

 

1. Tomohiko Murai, Takefumi Hitomi, Riki Matsumoto, Yuki Kawamura, Masutaro 

Kanda, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: Scalp-EEG could record both ictal DC 

shift and HFO even with time constant 2 sec: a case report, the 12th 
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117. 戸島麻耶，福間一樹，田中智貴，梶川駿介，鴨川徳彦，池田宗平，小林勝哉，下竹

昭寛，宇佐美清英，松橋眞生，髙橋良輔，池田昭夫，猪原匡史：周期性放電を認めた

脳卒中後てんかんの臨床転帰に関連する脳波の特異的特徴．第 61 回日本神経学

会学術大会（2020/08/31-09/02，岡山）． 

 

118. 後藤昌広，梶川駿介，宇佐美清英，下竹昭寛，人見健文，山尾幸広，菊池隆幸，吉

田和道，宮本享，松橋眞生，大野行弘，髙橋良輔，池田昭夫：臨床てんかん患者で，

細胞外 K 濃度の変動状態が発作発現に関与する可能性．第 61 回日本神経学会学

術大会（2020/08/31-09/02，岡山）． 

 

119. 岡田直，戸島麻耶，光野優人，永井靖識，下竹昭寛，音成秀一郎，宇佐美清英，松

橋眞生，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，松本理器，國枝武治，髙橋良輔，宮本享，池

田昭夫：てんかん外科治療適応の評価における MEG の意義の後方視的検討．第
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153. 後藤昌広，小林勝哉，尾谷真弓，松橋眞生，宇佐美清英，下竹昭寛，山田大輔，光

野優人，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，池田昭夫：過運動発作の硬膜外電極脳波
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となりうる．第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，web）． 

 

154. 永井俊行，宇佐美清英，後藤昌広，尾谷真弓，光野優人，山田大輔，山尾幸広，吉

田和道，菊池隆幸，松橋眞生，池田昭夫：過運動発作の難治性部分てんかんの術前

評価における硬膜外電極の特別な有用性の検討．第 51 回日本臨床神経生理学会

学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

155. 和泉允基，小林勝哉，梶川駿介，岡原陽二，青柳京子，池田昭夫，峯清一郎：記録

時定数 2 秒での頭蓋内脳波記録における発作時 DC 電位と発作転帰の相関．第 51

回日本臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，web）． 
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宇佐美清英，下竹昭寛，本多正幸，丸山博文，高橋良輔，池田昭夫：巨大 SEP の短-

中潜時成分は突発性脱分極偏位と後続する抑制成分を反映しうる．第 51 回日本臨

床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，web）． 

 

157. 細川恭子，宇佐美清英，立岡悠，本多正幸，人見健文，下竹昭寛，松橋眞生，團野
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器，武地一，杉剛直，西田茂人，高橋良輔，池田昭夫：変性疾患による認知症の脳波

所見の相違: 視察と自動判読による検討．第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会

（2021/12/16-18，web）． 
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161. 山中治郎，戸島麻耶，小林勝哉，人見健文，松橋眞生，十川純平，宇佐美清英，下

竹昭寛，高橋良輔，池田昭夫：良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんの特異的
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現象．第 51 回日本臨床神経生理学会学術大会（2021/12/16-18，web）． 

 

162. 梶川駿介，人見健文，北野和樹，十河正弥，三村直哉，宇佐美清英，小林勝哉，下

竹昭寛，松橋眞生，髙橋良輔，池田昭夫：時定数 2 秒の頭皮上脳波で cyclic seizure 

pattern に伴う infraslow oscillation を呈した 1 例．第 51 回日本臨床神経生理学会

学術大会（2021/12/16-18，仙台）． 

 

163. 和泉允基，小林勝哉，梶川駿介，岡原陽二，青柳京子，池田昭夫，峯清一郎：記録
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165. 山中治郎，戸島麻耶，小林勝哉，人見健文，松橋眞生，宇佐美清英，髙橋良輔，池
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大介，竹島多賀夫，立岡良久，髙橋良輔，池田昭夫：Wide-band EEG で興奮と機能

低下の混在を示す片麻痺性片頭痛患者の病態検討．第 63 回日本神経学会学術大

会（2022/05/18-21，東京）． 

 

167. 永井俊行，小林勝哉，松橋眞生，本多正幸，人見健文，三村直哉，十川純平，宇佐

美清英，江川悟史，陣上直人，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，西山和利，髙橋良輔，

池田昭夫：脳波での周期性放電の放電間背景脳波の陰性緩電位変位と臨床相関．

第 63 回日本神経学会学術大会（2022/05/18-21，東京）． 

 

168. 三村直哉，宇佐美清英，十川純平，本多正幸，人見健文，菊池隆幸，中川俊，江川

悟史，中本英俊，髙橋良輔，池田昭夫：急性脳出血患者における wide-band EEG 頭

皮上記録での Infraslow activity の臨床的意義．第 63 回日本神経学会学術大会

（2022/05/18-21，東京）． 

 

169. 松橋眞生，岡田直，河村祐貴，戸島麻耶，行木孝夫，池田昭夫：難治性てんかん

の焦点検索のための非侵襲的検索における MEG の役割．第 37 回日本生体磁気学

会大会（2022/06/14-15，札幌）． 

 

170. 十川純平，松橋眞生，宇佐美清英，小林勝哉，下竹昭寛，大封昌子，尾谷真弓，髙

橋良輔，池田昭夫：一側の側頭葉てんかん患者の徐波睡眠中の脳波における徐波
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田健司，伏見育崇，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，行木孝夫，松本理器，國枝武治，

髙橋良輔，宮本享，池田昭夫：てんかん外科治療適応の効率的スコアの試み：特異度
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大脳深部・脳神経に広範な造影効果を認めた自己免疫性 GFAP アストロサイトパチ
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22，仙台）． 

 

174. 細川恭子，宇佐美清英，下竹昭寛，松橋眞生，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，髙
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村邦宏，古賀政利，豊田一則，松本理器，髙橋良輔，池田昭夫，猪原匡史，

PROPOSE study investigators：脳卒中後てんかんにおいて再発予測因子となる脳

波所見．第 55 回日本てんかん学会学術集会（2022/09/20-22，仙台）． 
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回日本てんかん学会学術集会（2022/09/20-22，仙台）． 
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動による抑制効果．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京
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179. 林梢，宇佐美清英，十河正弥，山尾幸広，下竹昭寛，舟木健史，人見健文，菊池隆

幸，松橋眞生，吉田和道，宮本享，髙橋良輔，池田昭夫：もやもや病血流再建術後の

一過性神経症状と脳波変化との関連．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会

（2022/11/24-26，京都）． 
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田昭夫：良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんにおける巨大 SEP の左右差と
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臨床的相関の検討．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-26，京

都）． 

 

181. 十川純平，松橋眞生，宇佐美清英，小林勝哉，下竹昭寛，尾谷真弓，戸島麻耶，人

見健文，髙橋良輔，池田 昭夫：一側の側頭葉てんかん患者の徐波睡眠期脳波にお

ける徐波活動の電極間コヒーレンスの側方性：焦点側同定への試み．第 52 回日本
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美清英，江川悟史，陣上直人，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，西山和利，髙橋良輔，
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183. 中江卓郎，松本理器，宇佐美清英，小林勝哉，松橋眞生，山尾幸広，菊池隆幸，吉

田和道，國枝武治，池田昭夫，宮本享：皮質皮質間誘発電位 (CCEP) における前頭
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生理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

184. 十河正弥，林拓也，麻生俊彦，小林勝哉，宇佐美清英，下竹昭寛，松橋眞生，菊池
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Connectome Project (HCP) データベースとの比較研究．第 52 回日本臨床神経生

理学会学術大会（2022/11/24-26，京都）． 

 

185. 戸島麻耶，大井和起，岡田直，山中治郎，本多正幸，小林勝哉，宇佐美清英，下竹
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結果からの現状と問題点．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-

26，京都）． 

 

186. 後藤昌広，小林勝哉，松橋眞生，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，上田肇一，行木

孝夫，津田一郎，髙橋良輔，池田昭夫：てんかん焦点マーカーとしての発作時 DC 

shift の AI による自動検出．第 52 回日本臨床神経生理学会学術大会（2022/11/24-

26，京都）． 
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橋眞生，髙橋良輔，池田昭夫：Kappa 律動の経時的変化を含む臨床的特徴の再検
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居高齢者の 1 例．第 64 回京滋奈良てんかん懇話会（2023/3/13，京都）． 

 

195. 福永晃久，小林勝哉，江川斉宏，池田昭夫，髙橋良輔：亜急性に高次脳機能障害

を示した CJD の脳波で，全般性周期性放電の周波数・振動変動と陰性変位を呈し

た一例．第 64 回京滋奈良てんかん懇話会（2023/3/13，京都）． 

 

196. 平風音，木戸雅也，秋月真吾，宮本雅子，下竹昭寛，高橋良輔，池田 昭夫：全般

性強直間代発作(GTCS)に安全に対応するための当院での取り組み．第 10 回全国
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てんかんセンター協議会総会（2023/02/10-12, 宇都宮）． 

 

197. 中村大和，谷口智彦，宇佐美清英，石田雄大，加来洋，中島沙恵子，小林勝哉，綾

木孝，髙橋良輔：神経症状が目立ち非典型的な皮疹から診断に至った血管炎性ニュ

ーロパチーの一例．日本神経学会第 124 回近畿地方会（2023/03/05, 大阪）． 

 

198. 小林勝哉：京都・乙訓医療圏の現状：てんかん支援拠点病院について．第 2 回京

都てんかん診療講演会（2023/03/09, web, 京都）． 

 

199. 梶本智史，下竹昭寛，立岡悠，髙橋良輔，池田昭夫：側頭葉てんかんの加療中，

夜間睡眠中の発作を疑う突発症状が出現し，レム睡眠行動異常症と考えられた独

居高齢者の 1 例．第 64 回京滋奈良てんかん懇話会（2023/03/11, 京都）． 

 

200. 山田健，戸島麻耶，中西悦郎，綾木孝，池田昭夫，高橋良輔：皮質反射性ミオクロ

ーヌスが併存した若年性ハンチントン病の稀な一例．医学生・研修医・専攻医の日本

内科学会ことはじめ 2023 東京（2023/04/15, 東京）． 

 

201. 安達智美，十川純平，小林勝哉，友田陽子，梶川駿介，松橋眞生，髙橋良輔，池田 

昭夫：内側側頭葉てんかんの頭皮上脳波の発作時 DC shifts と HFOs の臨床的特

徴．第 64 回日本神経学会学術総会（2023/05/31-06/03, 千葉）． 

 

202. 戸島麻耶，松橋眞生，小林勝哉，山中治郎，宇佐美清英，下竹昭寛，髙橋良輔，池

田 昭夫：良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんの病態抽出：主成分分析による

巨大 SEP の検討．第 64 回日本神経学会学術総会（2023/05/31-06/03, 千葉）． 

 

203. 立岡悠，宇佐美清英，細川恭子，島淳，下竹昭寛，松橋眞生，團野大介，竹島多賀

夫，立岡良久，澤本伸克，髙橋良輔，池田昭夫：脳波, 機能的磁気共鳴画像の同時計

測(EEG-fMRI)による片麻痺性片頭痛患者の病態検討．第 64 回日本神経学会学術

総会（2023/05/31-06/03, 千葉）． 

 

204. 菅原諒子，下竹昭寛，菊池隆幸，松橋眞生，池田昭夫，髙橋良輔：皮質脳波解析

を用いた意味処理機能マッピング．第 64 回日本神経学会学術総会（2023/05/31-

06/03, 千葉）． 

 



2020 年 ７ 月 21 日

複雑なてんかん発作を新規の数学モデルにより分類

理論と臨床の一致：国際共同研究

概要

突然起こるてんかん発作に対して、発作を予測し適切な治療をするために、どのような種類の発作であるか

を、脳内電気活動の解析から理解することが大切です。京都大学大学院医学研究科 池田昭夫 教授、松橋眞

生 同准教授、同博士課程学生らの研究グループは、5 大陸 7 施設から収集した実臨床における発作時の脳波

データを、その開始・終了の特徴から数学の力学系モデルで 16 種類に分類し検証しました。

本研究では特に、京都大学で長年研究されてきた DC 電位と呼ばれる非常にゆっくりした脳波変動を、重要

構成成分の一つとして採用し、解析しました。その結果、脳波データは齟齬なく分類され、新しい数学的力学

系分類が臨床に則していることが示されました。また、実臨床での多様性（１発作中の複数発作型、1患者中

の複数発作型）も、この数学モデルによる新分類で説明できました。この新分類から、脳活動が通常の状態か

ら発作へ変動移行するかどうかを把握することができます。本研究をさらに進めて、移行パターンに即した適

切な治療を発展させ、発作前脳活動状態を把握し、発作移行を予防する治療への応用が期待されます。

本成果は、2020 年 7 月 21 日（イギリス時間）に国際学術誌「eLife」にオンライン掲載されます。

図：本研究の分類を用いた発作マップ

（Saggio et al. eLife; e-pub July 21 2020. DOI：https://doi.org/10.1101/2020.02.08.940072）

配布先：京都大学記者クラブ

報道解禁：2020 年７月 22 日（水）午前 0 時（新聞は同日朝刊）

添付資料１



１．背景

てんかんは、100 人に 1 人（世界中に約 5千万人の患者がいる）のあらゆる年代に起こる一般的な脳の病気

です。てんかん診療にあたっては、てんかんを正しく分類し適切な治療を行うことが大切です。今日までのて

んかん分類は、てんかん発作の症状や脳波検査の波形の視察など、記述的な評価に基づくものであり、十分科

学的・客観的な分類はできていませんでした。それは、十分な知見・データが集約されていなかったことによ

ります。

本研究は、てんかんを科学的に分類する方法の一つとして、てんかん発作時の脳波変化を数学的知見から分

類するものです。この分類は数学の力学系(ダイナミックシステム)理論モデルに基づくことから、発作の力学

系分類(Taxonomy of seizure dynamotypes: TSD)と名付けられました。この極めて概念的・客観的分類が、実

臨床のデータと照らし合わせて有効であり、かつ、この理論が幅広いてんかんの状態を説明しうることが示さ

れました。今後はこの分類に基づき、てんかんの病因・発生機序の解明や最適な治療の検索がなされていくこ

とが期待されます。

２．研究手法・成果

本研究は、難治性てんかんにおいて、手術によって頭蓋内への電極留置による検査を必要とした患者の発作

時脳波データを解析対象としました。京都大学大学院医学研究科 池田昭夫 教授、松橋眞生 同准教授、同博

士課程学生らの研究グループを含めた 5大陸 7 施設の発作時脳波データ 120 件を収集し、発作の起始・停止パ

ターンを TSD に基づき分類しました。特に京都大学で長年研究されてきた DC 電位と呼ばれる非常にゆっくり

した脳波変動を重要構成成分のひとつとして採用し、解析しました。

TSD 分類は、数学の力学系理論に基づいたモデルから導きだされる分類です。この分類によって、発作時の

脳波波形の振幅・周波数の変化の特徴から、発作起始は 4種類に、発作停止は 4種類に分けられ、それらの組

み合わせとして 16 種類の発作に分類されました。そして、実臨床データは、この TSD 分類によって齟齬なく

分類されました。

また、同様の力学系モデルを用いると発作マップ(a seizure map)が作られます（1ページ図）。マップには

通常時(非発作時)、発作時、あるいはその間の状態が色分けしてあり、マップ上のどこに脳の状態があるのか

を見ていくことになります。てんかん発作に関していえば、脳が通常時から発作時に移行し、戻ってくるのが

一連の変化になります。また、通常時と発作時の境界線を越えることが上記の発作起始・停止にあたります。

違う種類の発作起始・停止パターンをもつ境界線は、それぞれ異なる色で示され、どの種類の起始・停止パタ

ーンにあたるかは、越える境界線の種類によって判断します。

脳波データを分類する際に見られた特殊例として、(1) 発作の中に 1 つの TSD 分類からもう 1 つの TSD 分類

に移行しているもの、(2) 一人の患者が繰り返す発作の中で複数のタイプが見られるものがありました。(1)

の場合では、移行した TSD 分類は発作マップ上、近い経路にあることがわかり、(2)に関しては 1 人の患者で

見られた複数の発作もマップ上でお互い近い経路をたどっていたことがわかりました。つまり、脳の状態が少

し変化したことにより、複数のタイプの発作が発現していたと考えられます。この変化が起こった原因はまだ

わかりませんが、何らかのゆっくり変化する因子による変化(ultra-slow modulation)によって起こったと考

えるのが合理的です。解析の結果、このゆっくりとした変化が、京都大学で長年研究されてきた DC 電位に強

く関連することが分かりました。

このように、てんかん発作が力学系モデルによって分類され、そのモデルから作られる発作マップにより、

てんかん発作の様々な側面が説明できることが確認されました。



３．波及効果、今後の予定

てんかんの発作時脳波を力学系モデルに基づき分類することで、今までにはなかった観点から発作を分類

することできました。発作分類を確認し、脳の状態が発作マップのどの状態にあるかを予測することは、様々

な応用が可能です。例えば、患者が今どのくらい発作を起こしやすい状態にあるか(マップ上でどれだけ発作

の領域に近いか)を予測し、もし発作を起こしやすい状態であれば治療介入によって発作を予防することがで

きると考えられます。また、もう一つの例としては、頭蓋内に留置した電極からの電気刺激で発作を止める

技術がありますが、どの発作パターンにはどのような刺激がより効果があるか(マップでいえば発作から遠ざ

けることができるか)、示すことができる可能性があります。

また、ゆっくり変化する因子によって、発作の種類が移行することがあるということがわかりましたが、

この因子は通常の状態から発作の状態への移行にも関わっていることが予想されます。この因子がどのよう

なものかがわかれば、逆に脳の状態を発作から遠ざけるために利用することができるだろうと考えられます。

４．研究プロジェクトについて

文部科学省科学研究費助成事業新学術領域研究 15H05871

EU FP7 Project EPILEPSIAE (Grant 211713).

NIH K08-NS069783, R01-NS094399, K01-ES026839, m-Gate project from the European Union’s Horizon 2020

research and innovation program under Marie Skłodowska-Curie grant agreement no. 765549, Ligue

Française contre l’Epilepsie, European Union’s Horizon 2020 research and innovation programme (grant

720270), Fondation pour la Recherche Médical (grant DIC 20161236442), Michigan Medicine (Robbins Family

Research Fund and Lucas Family Research Fund), SATT Sud Est, and Agence Nationale de la Recherche

(scientific excellence grant EPINOV).

＜研究者のコメント＞

分野の垣根を越えて数学者・脳科学者・医師がともにてんかん発作の研究を行った結果が、理論と臨床の一

致として結実しました。また、京都大学で長年研究されてきた DC 電位と呼ばれる非常にゆっくりした脳波変

動は、脳の構成成分であるグリアの活動として認知されてきましたが、この DC 電位を、従前の神経細胞由来

の速い脳活動とともに、重要構成成分として数学モデル化したことが、この研究成果が実現する一因となりま

した。

＜論文タイトルと著者＞

タイトル：A taxonomy of seizure dynamotypes（発作ダイナミクス分類）

著 者：Maria Luisa Saggio, Dakota Crisp, Jared Scott, Phillippa J. Karoly, Levin Kuhlmann, Mitsuyoshi

Nakatani, Tomohiko Murai, Matthias Dümpelmann, Andreas Schulze-Bonhage, Akio Ikeda, Mark

Cook, Stephen V. Gliske, Jack Lin, Christophe Bernard, Viktor Jirsa, William Stacey

掲 載 誌：eLife DOI：https://doi.org/10.1101/2020.02.08.940072

＜お問い合わせ先＞

池田 昭夫 (いけだ あきお)



京都大学大学院医学研究科 てんかん・運動異常生理学講座・教授



2022 年 9 月 1 日 

難治てんかん焦点の新しいバイオマーカー「発作時 DC 電位」 

―国内５施設の共同研究での世界初の成果― 

概要 

てんかんは、100 人に 1 人（世界中に約 5 千万人の患者がいる）のあらゆる年代に起こる一般的な脳の病気

です。てんかんは脳にある神経細胞やグリア細胞の異常によりてんかん発作を起こします。てんかんを持つ患

者の身体面・心理面・社会面における直接的なてんかん発作の影響は、臨床現場での課題です。 

脳内の特定のてんかん焦点から起こるてんかん発作に対して、抗発作薬の内服治療で発作が抑制されない場

合、外科治療が有効な場合が多くあります。外科治療で発作を抑制できるかは、いかに正確にてんかん焦点を

定められるかが重要です。京都大学大学院医学研究科 池田昭夫 教授、小林勝哉 同助教、中谷光良 同博士課

程学生（現：順天堂大学脳神経内科）、東京医科歯科大学脳外科の前原健寿 教授と、国立研究開発法人 国立

精神・神経医療研究センターの岩崎真樹 脳外科部長らの共同研究グループは国内の主要てんかんセンター※15

施設の国内多施設共同研究として、61 名の難治てんかん患者の脳内から直接記録した発作時脳波データを収

集解析し、「発作時 DC 電位」※2 という新しいバイオマーカーの脳波変化の領域を切除して発作消失・減少の

程度との関係を検証しました。 

本研究では特に、新しいバイオマーカーの脳波変化として、京都大学で長年研究されてきた「発作時 DC 電

位」と呼ばれる非常にゆっくりした発作時脳波変動に注目しました。その結果、この「発作時 DC 電位」は、

従前の脳波記録方法による発作起始部位より明確かつ早期から認め、さらに最近注目される超高周波の律動で

ある「発作時 HFO」※3 よりも明らかに先行することを多施設の大規模データとして示しました。また、「発作

時 DC 電位」の主要発生源の「中核領域」の外科切除が良好な発作抑制をもたらすことを明らかにしました。

今後、従前の脳波活動に加えて、新しいバイオマーカーの「発作時 DC 電位」を解析することで、外科治療の

成績向上につながると考えられます。また、これまでの基礎研究と病理研究では、「発作時 DC 電位」は脳内

のアストロサイト群※4 の異常が細胞外カリウム濃度のホメオスタシス機能※5 の破綻を起こし発現することが

報告されていてそれに合致し、今回の研究成果によりてんかんの病因・増悪機構や最適な治療法の解明が期待

されます。 

本成果は、2022 年 9 月 4 日（現地時刻）に国際学術誌「Brain Communications」にオンライン掲載されま

す。 

配布先：京都大学記者クラブ、文部科学記者会、科学記者会、厚労記者会、日比谷クラブ 

報道解禁：2022 年 9 月 4 日（日）午前 8 時（新聞は 4 日夕刊） 

図：てんかん「発作時 DC 電位」がみられる「中核領域」

の外科切除が良好な発作抑制をもたらした 

添付資料２



１．背景 

てんかんは、100 人に 1 人（世界中に約 5 千万人の患者がいる）のあらゆる年代に起こる一般的な脳の病気

です。てんかん患者のてんかん発作を抑える治療の基本は抗発作薬の内服です。約 70％の患者では内服治療

で発作を抑えることができますが、残りの約 30％の患者では内服治療のみでは発作を抑えることができず、

難治てんかんと呼ばれます。一部の難治部分てんかん患者ではてんかん発作を生じさせる脳の領域（てんかん

焦点）を外科治療で取り除く治療により、発作が減る、あるいはなくなることがあります。切除および治癒す

るための、最小かつ最適なてんかん焦点の位置を定めることが、てんかん外科治療では一番重要で、脳波の解

析が最も直接的で有用な方法と考えられています。てんかん発作時の脳波として、細胞外カリウム濃度の変動

を介したグリア細胞※6 と神経細胞の相互作用を反映するとされる「発作時 DC 電位」（1 Hz＝1 秒に 1 回以下

の非常に遅い脳活動）と、神経細胞の過剰興奮を反映するとされる「発作時 HFO」（高周波律動 high-frequency 

oscillation、80Hz＝1 秒に 80 回以上の非常に速い脳活動）があります。この 2 つは、通常の脳波活動（1-80 

Hz）よりも、てんかん焦点の位置を定めるのに重要な情報が得られる良い指標として、近年注目されています。 

これまで、てんかん「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」は、主に単一の施設での少数例の視察による評価が

中心でした。その理由の一つとして、これらの脳活動の記録および解析は、施設や解析者によって解析手法な

ども少しずつ異なり統一されていないことが挙げられます。我々の研究グループは、本研究に先立って「発作

時 DC 電位」・「発作時 HFO」の記録と解析の標準化案及び手引きを策定しました（中谷ら，てんかん研究 2017：

35：3-13；中谷ら，てんかん研究 2019：37：38-50）。その上で、本研究では、てんかん「発作時 DC 電位」・

「発作時 HFO」の解析により、てんかん外科治療の発作予後が改善するかを明らかにすることを目的としま

した。てんかん「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」の解析を多施設・多数例での検討を行うことは、てんかん

発作におけるそれらの脳活動の生理学的・臨床的意義を明らかにし、また特に京都大学で長年研究されてきた

「発作時 DC 電位」に関しては世界で初めててんかん外科治療の発作予後との関連性についての検討を行うこ

とで、てんかん焦点の位置を定めるための新しいバイオマーカーとなるとの着想に至りました。 

２．研究手法・成果 

 本研究は、頭蓋内への電極留置による検査（脳内から直接記録した脳波データ記録）を必要とした難治てん

かん患者のてんかん発作時脳波データを解析対象としました。国内の主要なてんかんセンター5 施設で発作時

脳波データを 61 患者（15 名の内側側頭葉てんかんと 46 名の新皮質てんかん）から収集し、「発作時 DC 電

位」と「発作時 HFO」の特性を抽出するため、それらの脳活動の開始のタイミングと大きさを評価しました。

「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」が特に傑出してみられる 2 電極を「中核領域電極」と定義しました。さら

に、定義した「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」それぞれの「中核領域電極」を外科治療で切除することが、



良好な発作予後と関連するかを検討しました。 

最終的に 53 名の患者で記録された 327 回のてんかん発作時の脳波を解析しました。得られた結果としては

以下の通りです。 

1) てんかん発作時に、「発作時 DC 電位」は 92％の患者・86％の発作と高い出現率（感度）でみられ、一方

「発作時 HFO」は 71％の患者・62％の発作で認められました。 

2) 「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」の両者がみられた患者では、「発作時 DC 電位」は「発作時 HFO」よ

り時間的に先行し、特に新皮質てんかん患者でその特性は顕著にみられました。 

3) 「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」の両者の「中核領域電極」が一致・共通していたのは 39%でしたが、

その時も時系列的に「発作時 DC 電位」が先行しており主体的な貢献を示し、同時に、「発作時 HFO」の「中

核領域電極」も一部独立して貢献して外科治療の良好な発作予後と相関していました。 

 これらの多施設・多数例の解析の結果、「発作時 DC 電位」と「発作時 HFO」は、病気の治癒のための真の

焦点の位置を定め、外科治療の良好な結果のために重要であることが示されました。特に京都大学で長年研究

されてきた「発作時 DC 電位」は、その高い出現率と最も早期に出現するという点で、難治部分てんかんの新

しいバイオマーカーとなることを世界で初めて明らかにしました。 

３．波及効果、今後の予定 

本研究では、「発作時 DC 電位」と「発作時 HFO」は真の発作焦点の指標となり、てんかん外科治療の良好

な結果を得るために重要であることが示されました。今後、これらの解析により、てんかん外科治療の成績向

上につながることが大いに期待されます。また、「発作時 DC 電位」は、「発作時 HFO」より高頻度に出現し、

また従前の脳波活動や「発作時 HFO」に先行して出現する特性を世界で初めて多施設・多数例のデータで検証

できました。「発作時 DC 電位」は発作の出現を最も早期に検知できる活動として、将来のてんかん発作の予

測・予防への応用も期待できます。 

「発作時 DC 電位」と「発作時 HFO」の「中核領域電極」は、いずれも従前の脳波活動の発作起始部位の範

囲に含まれたものの、両者の一致率は 39％でした。時系列的には「発作時 DC 電位」が先行することから、ア

ストロサイト群の異常の重要性と同時に、神経細胞群が異なる作用機構で発作の難治化に関わることが示唆さ

れました。 

すなわち本研究結果は、てんかん発作は神経細胞群の役割と同時に、アストロサイトの異常が特に細胞外カ

リウム濃度のホメオスタシス機能の破綻を介して発作発現に能動的に関わることを示し、てんかん病態と難治

化機構を解明する基礎となり、最適な治療の研究がなされていくことが期待されます。 

本研究では、頭蓋内の電極留置による検査で難治部分てんかん患者データを対象としました。日々のてんか



ん診療で行われる頭皮脳波で記録される「発作時 DC 電位」・「発作時 HFO」の解析はこれまであまり検討され

ておりませんが、本研究は今後の頭皮脳波解析の臨床応用の礎となると考えられます。将来的には、100 人に

1 人と有病率の高い全てのてんかん患者の診断と治療への応用が可能と考えます。我々は頭皮脳波での「発作

時 DC 電位」・「発作時 HFO」の後・前方視的な解析に既に着手しております。 

本研究は学術的にも医学応用の観点からも高い創造性を持つと考えられます。 

４．研究プロジェクトについて 

 本研究は、以下の支援を受けて実施されました。 

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED） 難治性疾患実用化研究事業 17ek0109120h0003 

文部科学省 科学研究費助成事業 新学術領域研究 15H05874 

独立行政法人 日本学術振興会（JSPS）科学研究費助成事業 26293209, 19H03574, 20K21573 

国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 精神・神経疾患研究開発費 1-4 

＜用語解説＞ 

※1 てんかんセンター：てんかん医療構造において三次医療に相当し、特に難治てんかんの包括的な診断・治

療を行うとともに、てんかん患者・家族へのケアを含めててんかん医療構造全体の改善を目指した医療機関・

組織。日本てんかん学会で包括的てんかん診療施設として認定されている以外に、全国てんかんセンター協議

会（任意団体）による認定等あり。 

※2 発作時 DC 電位：主に細胞外カリウム濃度の変動を介したアストロサイトが主役となって神経細胞の相互

作用を反映するとされる、てんかん発作時の非常にゆっくりとした脳波変動（1 Hz 以下）。 

※3 発作時 HFO（high-frequency oscillation）：神経細胞の過剰興奮を反映するとされる、てんかん発作時

の非常に速い脳活動（80 Hz 以上）。 

※4 アストロサイト群：脳内の 1000 億個以上の神経細胞の 10 倍以上に相当するのの 4 種類グリア細胞があ

り最も多いタイプ。従来は神経細胞をサポートする機能が考えられていたが、現在は脳内のイオンや神経伝達

物質を調節する重要な機能が解明されてきた。 

※5 ホメオスタシス機能：生体恒常性とも呼ばれ、外部や内部の環境変化に関わらず、状態を一定に保つ機能

のこと。 

※6 グリア細胞：脳を構成する神経細胞以外の細胞のことで、ホメオスタシス機能の維持や発生の過程におい

て、能動的かつ重要な役割を担っている。形態や機能によりアストロサイト、オリゴデンドロサイト、ミクロ

グリア、上衣細胞に分類される。 

＜研究者のコメント＞ 

本研究は国内 5 箇所の大学病院・てんかんセンターでの多施設共同研究として、61 名のてんかん患者のて

んかん発作時頭蓋内脳波を解析しました。特に、京都大学で長年研究されてきた「発作時 DC 電位」と呼ばれ

る非常にゆっくりした脳波変動に注目しました。過去の京都大学単施設での検討では、「発作時 DC 電位」の

出現が「発作時 HFO」に時間的に先行することを報告しておりましたが、今回多数例で「発作時 DC 電位」の

高い出現率と発作時に最も早期に出現する脳活動であることを検証できて、今後のてんかん診療において非常

に重要と考えております。また、傑出した「発作時 DC 電位」が出現する「中核領域」を外科治療で切除し良

好な発作抑制結果につながることが明らかになり、手術で切除する必要がある範囲を決定するための新たな判



断指標として活用していくことで、今後のてんかん外科治療のさらなる成績向上が期待されます。「発作時 DC

電位」はアストロサイトの機能異常を反映し、これに後続する神経細胞による速活動の「発作時 HFO」とは出

現部位が一部異なり、今後のてんかん病因や難治化機序の解明となると考えます。（池田昭夫） 

＜論文タイトルと著者＞ 

タイトル：Ictal DC Shifts Contribute to Defining the Core Ictal Focus in Epilepsy Surgery（てんかん発作時

DC 電位はてんかん外科治療におけるコア焦点同定に有用である） 

著  者：Mitsuyoshi Nakatani, Morito Inouchi, Masako Daifu-Kobayashi, Tomohiko Murai, Jumpei Togawa, 

Shunsuke Kajikawa, Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Takeharu Kunieda, Satoka Hashimoto, 

Motoki Inaji, Hiroshi Shirozu, Kyoko Kanazawa, Masaki Iwasaki, Naotaka Usui, Yushi Inoue, 

Taketoshi Maehara, Akio Ikeda  

掲 載 誌：Brain Communications   DOI：10.1093/braincomms/fcac222 
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E-mail： comms(a)mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

国立精神・神経医療研究センター 総務課広報室 

TEL：042-341-2711（代表） FAX：042-344-6745 

E-mail： ncnp-kouhou(a)ncnp.go.jp

※E-mail は上記アドレス(a)の部分を@に変えてご使用ください。






